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Kalpala樋とAⅧMnamml豆の研究(1)

－Ⅵdura,Kameyaka,Sre§伽pretrbhmtaの説話一

九州大学岡野潔

本論文は第一部で11世紀のカシュミールの詩人Ksemendraの作品『菩薩のアヴァ

ダーナの祈願成就の蔓草』Bodhisattvadanakalpalataの第76章と第77章の校訂と翻訳を行

う。次に第二部で中世ネパールの韻文仏教説話集成(avadmam訓豆）である『善説、偉

大なラトナ・アヴァダーナマーラー』Subhasitamahar珈圃vadanam512の、第31章と第33

章の二つの章の研究を行う。それら二つの章は同じ源泉資料のAvad珈鵡ataka第48章か

らそれぞれ別に韻文化して作られたものなので、両者の内容を比較しつつ、なぜ同じ話

が二度も再話されたのかを考察したい。

第一部

AⅧdanakalpalata7⑰章Viduraと77章Kaineyaka

この『南アジア古典学』誌上での、Bodhisattvadanakalpala面の梵文・蔵文の校定の仕

事の四度目となる今回は、第76章Viduraと第77章Kameyakaの二つの章を取り上げた

い。この度も、マールブルクのMichaelHAIm先生と出本充代夫人は、大変なご多忙に

もかかわらず、この二つの章の最終稿のチェックを引き受けて下さり、多数の修正意見

を下さった。お二人の御親切に心から御礼申し上げる。

またこの二つの章の梵文と蔵文の校定と訳読を、平成21年度後期の九州大学人文科学

府大学院で演習にとりあげた際、池内千恵子さん、石田勝世さん、孫悟湖さん、

DemyayePafifialokaさん（五十音順）が熱心に授業に参加された。授業での議論や質問

は楽しく有益であったので、ここにお名前を記して感謝の意を表したい。

第76章Viduravad加aの作成にKSemendraが用いた源泉資料は不明であり、類似する

並行文献も見当たらない。部分的に、有名な忍辱仙人の説話(Jataka313など(1))に話が

似ているところがあるが、それは嫉妬した王による聖者の殺害というモチーフである。

(1)忍辱仙人瞳珈tivadinの説話の文献に関しては、『ジヤータカ全集4』の補注356頁
に詳しい。そこに記述が無い資料として出曜経巻四T4,731a-cがある。
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三

忍辱仙人の話では、迫害される聖者である菩薩の忍辱の立場を中心に話が進むが、もし

聖者を迫害した王の側に視点を移して、その犯した悪業の恐ろしさを説く因縁話を作っ

たとしたら、この第76章のような説話が出来るのではないかと思われる。この典拠不明

の説話の奇妙さは、今世の出来事を前世の業で説明する、というアヴァダーナの基本形

式を壊し、ヴイドウラが遠い未来世に起こすであろう罪悪の行為までを不可避なるもの

として釈尊が説明してしまうことである。話は現在から始まり過去話に行き、第17詩節

までが過去の話であるが、第18詩節で現在の状態に戻り、さらに第19詩節以降は未来の

話になる。第19詩節で未来に必ず起こす再度の殺人が予言され、その殺人の罪によって

地獄に再び堕ちることが予言される。現存する有部のアヴァダーナ文献にも、このよう

な未来までの三世にまたがる形での悪業の話は見あたらないから、この業報話の形式は

かなり新しい時代に出てきたものではないだろうか。この説話の背後には、大乗徒の一

仏乗の思想を認めない小乗の三乗説、つまり三性の各別説として人間の意志よりも先天

的な素質を重視する思想があると思われる。第23詩節の前半にある「その後、激しい苦

の火が終る時がやってくるだろう」という文は、この下品の者に対して、最後には声聞

乗の阿羅漢として解脱することを仏が予言していると理解される。

次に、第77章Kaineyakavadanaは、カイネーヤ仙に関わる長大な説話を強引に22詩節

に圧縮したもので、その源泉資料は現存する根本有部毘奈耶薬事にあるものに相当する

有部系のテキストであった可能性が高い。根本有部毘奈耶薬事のその該当話は、蔵訳の

みならずギルギット写本の梵文もあり、最近袴谷憲昭によってその梵文の該当話の和訳

が発表されたC)。ただしKsemendraの語るこの話は、現存する根本有部律のカイネーヤ

仙の梵文テキストと比べてみると、梵語の固有名詞が若干違い、その固有名詞の語形が

俗語的である（第77章第10詩節の註を参照）。また第77章の第3詩節と第20～21詩節の内

容も、根本有部律の話と合わない。恐らくKsemendraが利用したのは同じ有部の伝承

であったとしても、現存する梵文・蔵訳のものとは違った、別系の伝承であったろう。

以下に梵文と蔵訳の校定テキストを挙げる(3)。

Avadanakalpalata,76Wdumvadana

(2)袴谷憲昭(2000)：「カイネーヤ仙人物語一「一音演説法」の背景一」、『駒澤短
期大学佛教論集』6号、55-114頁。

(3)使用した略号は昨年通りSTRAuBE(2006)に従う:8=GNQ;6=DT;Ed.=editio
pIincepsofD5s&Vidyabhn§aqaなど。ただし全部の版GNQDTを意味する大文字のオメ
ガの記号は、私の現在の作業環境では出せないので、β6と記した。
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Q:Ge285b5-286b7D:Khel68b5-171alO:Ge285b5-286b7N:Ge255b2-256b3

G:Ge360a3-361b4T:480bl-482a5

Skt.Mss.:A*309al-*310a5;B(lacking);E75bl-76b4

/krodhahsamnihitatlprataptammasam"yavaSatkaminam

krodhandhanipatantitrVratimiraSvabllrematibllramsmall/

tatrakrnrataraprak諏加arakakleSoSmamarchajuSam

akalpamkSmatalpakalpavi5amakPom5at血mksayan"76.1"

1bbhramSinah]E:bhramsinahA:bhram皿nahT:tib.nyamsmams:dhvamsinah

Ed、1ckleSosmamnl℃ha]AT:meSaughamnrch3E:kleSatpramnrcchaEd，1d

akalpam]T:akalpaAE(=Ed.)IIvi¥ama]AE:vi9ayaT(<viSaya)andtib.yul(Skt.

*vi9aya).

/{D168b5,T480bl}krodhahsannihitallprataptamanaPrmIIWaba§恩tkaminamkro

dh加dhampatantitrbratimira(SaD:5vaT)bhre{D169a}matibhrampinah/satrakrnra

taraprakaranarakakleSoSma(maD:mnT)cchajuSayakalpamk5uratallakalpabiga

yakSomkgatanamkgayah"[1]

嫉妬のため焼かれた心をもつ愛欲する者たちにとって、怒りは手近にある（怒りに陥

りやすい）。怒りによって盲目になって、［正しい］思考力を喪失し、深い闇の淵に落

ちる。そこ（奈落）には、最も過酷な種類の地獄の苦しみと炎熱とにより悶絶する者た

ち－劫の終りまでカミソリの寝台のようなギザギザの大地によって傷つけられる者た

ちの、住まいがある。

NoteldkSayah]この、kとsの音の連続があるpadadを締め括る最後のk;ay池の語には、「住

まいがある」と「破滅がある」の二つの意味が、言葉遊びとして与えられている。蔵訳者は後者

の意味をとり、このkSay麹をbrlag(滅亡した）と訳す。

Metre:Sgrdnlavikmita

/'dodldanrabgdungsyidcanmamslaphragdogdbanggiskllrobanyebar

gnas//khrobaslongzhmgblogrosnyamsrnamsmbzadrabribg.yangsar

mamparmung/

/dernirabdragrnammangdmyalba'inyonmongstshabasrmongsPasten

byedcmg//bskalpa'ibarduspugriiimalstandubrtagsyulgyisagzmsbcom

rnamsbrlag/

1agdungs]6:gdmg6IIgis]6:gi6.1blongZhing]NQ:longbzmn6:

longsmngG､1Cdmyalba'i]6:dmyalba6IIsten]T:rtenD6.(Cf.sten+acc.;rten+

la)1dspugri'il6:spugi611brta9s]6:rtags6.
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Noteldlxtagsyul]ここで蔵訳はvisamaの語を、梵蔵併記版の梵語音写が伝えるように、ⅦSaya

(=tib.yul)と読み、「虚妄分別された（妄想されたkalpita)対象（対境、領域viSaya)である大

地によって」と理解したらしい。

/nadrmajhavatyakllyﾖmsravastyambhagavanjmam/

sampraptahsattvamadrakSidavrtamvikrtamjana血〃76.2"

2bSravastyam]AE(=Ed.):SrabastyaTmaccordwithtib・mnyanyodkyi(Skt.

*§ravastyal,gemtive).

/nadrmajiramatyakhy耐圃bastyabhagabaiijinah/sampraptasatvamadrakSmbIFtam

bikrtamjanaij/[2]

舎衛城にあるアジラヴァティーという河に世尊・勝者が到着された時、人々によって

取り囲まれた、一匹の不格好な生物をご覧になった。

/bcomldanrgyalbamnyanyodkyi//chumungkllyamsldanzhesparm/

/byonpassemscanrnam'gyurcan//skyebosIKunmbskorbagzigs/

2argyalba]6:Igyalbas6、Zdskyebos]T:skyobosD:skyebo6.

/mahakayamkrmikulairbhakSyamanamvranodbhavaih/

sncayantamvyatllaravairnarakastllitivaiSasam"76.3"

/mahakayakrnkulairbhakSyam"abralodbhabaih/sncayantaInbyatharabannara

kasthitibepapam/[3]

傷口から出てくる虫の群によって食べられている大きな体をもつ者を、苦悩の声をあ

げて、地獄に居る［衆生たちの］苦悩を［己が姿で］示しつつある者を［見た］。

/rmalasbyungba'isrmbuyi//tshogskyisluschenzabyedcmg/

/gdungba'ichongesdmyalbana//gnaspa'isdugbsngalgsalbyedpa/

3abyungba'i]8:byungba6.3bkyis]6:kyi6.3cnges]6:gas6.3d

gsal]8:gnas6.

/tamd"vajatakarunallsarvajiiastat瓶tate/

upaviSatpamajmairasmeparikalpite"76.4"

/tam岫恒jatakamnahsarbbaj血sta1imta1e/upabisatpaurajanairﾖsanaparikalpite／

[4］

彼を見て憐れみを生じた一切智は、川岸で都民たちによって設けられた座席に坐っ

た。

/demtllongthugsrjeskyespayi//kunmkhyenchuklungngogssuni/

/grongkhyerpayiskyeboyis//yongssubshamspa'igdanlabzhugs/
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/so'vadadvikrtakaramj町伽dhammam9opamam/

krtvajatismaramsadyastadrnpenasamadllina〃76.5"

/sobadbikrtnkaramjatyan曲抑ma随Soyam/krtvaj豆伽marampadyastadnpeJasa

madhina/[5]

ただちにそれに相応しい禅定により、かの［仏］は水牛に似た醜悪な姿をした生まれ

つき盲目の彼を、前世の想起を有する者にしてあげて、［次のように］語った。

/deyirmgbzhmting!dzmgyis//!phrallaskyebadranmdzadnas/

/dmuslongrnamigyurmampacan//mahemtshungsladesgsungspa/

5dlades]6:ladeNQ:ladelaG.

/apibhovidmakrnrakarmammbhUjyatephalam/

apidm呵加yajmanlsamatmsmaryatetvaya"76.6"

6aapibho]AT:apikoEd.6IDkarmaPam]ET:karmanaA:karmaqoEd.

/{T481a}apitobidurakrnrakarmmammbhujyatepha(laD:lamT)/apidauIjanyaja

namsamati{D169b}smaryatetvaya/[6]

「ああヴイドウうよ、恐ろしい行為による業果を味わっているのか。［このような］

堕落を生じさせた、その考えを、おんみは思いだすか。」

/bidurakllyodmbzadPa'i//laskyi'brasbulongsspyoddam/

/tshulnganskyedparbyedpayi//blodekllyodkyisdrannamci/

6cskyedpar]6:skyebar6.6dkyis]6:kyi6.

/SrutvaitatsugatenoktamsamanuSyagirﾖbraVTt/

trVrapapasyabhagavmblmjyatevipulamphalam"76.7"

/Srutvaitatsugatenoktamsamanu9yagirabrabita/tibrapapasyabhagabanabhujyate

bipulamphalam/[7]

善逝が語られたこの言葉を聞いて、その者は人語をもって語った。「世尊よ、恐ろし

い悪の大きな業果を味わっております。」

/bdegshegskyisgsungsdethosnas//miyitsmggisdessmraspa/

/bcomldanmbzadsdigpayi//'brasburgyachelongsspyoddo/

/ititasyabruvanasyajatisamsmaranatParam/

kimetaditipapracchabllikSusamghammall可加血〃76.8"

/ititasyabrubapasyajatisamsmaraﾘﾖtparam/kimetaditipamacchabhikSusamgha

mahajanah/[8]
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完全に前世を想起する故に、このようにその［生物］が語った時、群衆は比丘の僧伽

に、「これは一体どういうことでしょうか」と尋ねた。

Note8bparam]このparamの語を、蔵訳の解釈(mchogm)を参照して、私は「完全に、十分

に」の意味に取ったが、「前世を想起した後に(abl.+param)」と訳す可能性もある。

/zhespasmrabadeyini//mchogtuskyebadranpalas/

/skyebomangpos|dicizhes//dgeslongdge'dundagladris/

8adeyi]6:deyis6.

/aScaryavrttambhagav珈珈andenathabhiksuna/

tatkannakauukatp騨仙sarvajfiastamab随sata"76.9"

/aScaryabrttambhagab珈aanandenababmkgupa/tatkamnnakomkaspnalJsarbbajfia

samab順sata/[9]

一切智なる世尊は比丘アーナンダにより好奇心からその者の業を質問され、［次のよ

うに］驚くべき出来事を、彼に語った。

Note9ctatkannal本詩節の構文に次のKtz加地飯44.49の詩節がよく似ているので参考になる：

tasmnprayatesarvajfiajp"astatkannakautUkatlbhik9ubhiPkSitipalasyapmrvavrttamabhaSatall(44.49).

/denasdgeslongkundgaibos//deyilaskyidgemtshanlas/

/ngomtsharsngonbyungdrisdela//bcomldankunmkhyengyisgsungspa/

/Uijayanyamabhntpmvamviduronamabhnpatm/

aSokaivalolaksiCarmﾖhatikautu随〃76.10"

10aujjayanyam]AT:uijayinyamE(=Ed.).

/uijayanyamabh耐pUrbbabiduronamabhnpatm/aSokaibalolakSicaranahatikotu

ki/[10]

昔、ウッジャイニーにヴィドウラという王がいたが、彼は、まるでアショーカ樹のよ

うに、流し目をする（恋する）女たちによって足で蹴られること(ahati)を好んだ。

NotelOdcarapahati]足で蹴られること。木村秀雄(1965):『カーリダーサ文学集季節集・雲

の使者』の説明によれば、「ASoka樹の根元を恋もつ女が左足で蹴って、その花が開くと、恋が

成就するから、憂悩がなくなるので、無憂の意味をもつASokaと呼ばれる」(208頁);｢ASoka

の蕾は恋をもつ女が左足で蹴ると咲くという伝説信仰がある」（257頁）。

/sabdagbidurazhespa//myangmmedbzhmmgg.yomas/

/lkangpasbsnunpa'idgemtshancan//'phagsrgyaldagmsngonbyunggyur/

/sakadacidvadhnvmdairmadhaumadllupab珈曲ave/
vilalasanilalolalatalalitak珈加e"76.11"
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/sakadacidba曲面bmdairmma曲auma曲upabandhabai/bilalasamlalolalatalamta

kanane/[11]

彼はある時、蜜蜂たちを友とする春の季節に、風が揺らす蔓草の美しい林において、

女たちの一群と戯れていた。

/namzlligsbrmgrtsi!hmgba'ignyen//dpyiddusrlunggisg.yobayi/

/khrishmgyid'ongnagstshal伽//dembudmedtshogsdangrtse/

11a'tllungba'il6:'thungspa'i6IIgnyen]6G:mnyenNQ.11bgis]6:gi6

llbayi]8:bayis6.

/tabhnmipalalal肌2Statra仰卵occayakulah/

vicerurniipⅢ目ravataraligitavihaligam池〃76.12"

／樋bhnmp豆malanastatrapugpocchaya畑lah/bicemnnpurarabataramgitabiham

gam"/[12]

その王の女たちは、花を摘み集めることに熱中し、足輪の音で烏たちを［驚かし］波

立たせながら（鳥たちを波のように飛び立たせながら）、その地を遊歩した。

/saskyong伽dmeddedagder//metog'thubasbnelgyuWrpa/

/Ikanggdubsgrayis'dabchagsni//mamparbskyodcmgrabm'mlyam/

121)!thubas]6:thubaβ、12Cgdub]6:gdung611yis]6:yi6.

/ekantetatraviSrantamkant曲§醜terivaSrayam/

pratyekabuddllamarlladbllirdadrSunparivaritam"76.13"

/ekantatabitisthaScak珈圃h息珈teIibaSramam{D170a}/Watyekabuddhamarhadbhird-

datIF{T481b}Suhpalibaritam/[13]

その［林の］一隅に、まるで「寂静』の依処のように、阿羅漢たちに取り囲まれ、休

息している畔支仏を、美女たちは見た。

/dernizmbalabrtenbzmn//dbenparmampargnaspayi/

/rangsangsrgyasmdgrabcomgyis//yongsbskormdzesmarnamskyis

mthong/

/shtamparyankabandhenadhyanastimitalocMam/

tam"!vasallasaivasamprasannamabhavanmanan"76.14"

14csahasaivasam]T(=Ed.):sahasevasamA:sahasevasaE.

/sthitamparyamkabandhena曲yanasti皿talocanam/tamdMvasahasaibasampra

sannamabhabamnanah/[141
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禅定において眼は動かず、結馴畉坐を組んで［そこに］居られる彼を見て、たちまち

彼女たちは信仰心をもった。

/skyilkrungbcasnasgnasgyurcmg//bsamgtanspyannig・yomedpa/

/demthong!pllralladedagmams//yidmrabtudangbargyur/

/dhy珈珈tetadis肌taIntam曲armamSuddhamivamrtam/

parivaryopaviviSuhlqtapadabhivand加汕〃76.15"

／曲yanantetadeSantatamdharmmaSuddhamibamrtam/paricaryopabibiSuhkrtapa

dabhibandanah/[15]

瞑想を終え、まるで甘露のような、清らかな教えを示しつつある彼を、足に［伏し

て］作礼した彼女たちは、取巻いて坐った。

/bsamgtanmtllarnidagpa'ichos//bdudrtsibzmndustondela/

/rkangparphyagbyasdedaggis//yongssubskornasnyebargnas/

/nlpastamdeSamabhyetyastrainamdrStvatadunmukllam/

曲面amSuddha劃珈加teSamnigrahamadiSat"76.16"

16dte5町]AET:tasamEd.

/mFpastamdeSamabhyetyastrainamdWWatadunmu(bamD:khamT)/SalYramSuddha

訂lanamteSﾖmigrahamadiSata/[16]

王はその場所にやって来て、かの［仏］を仰ぎ見ている女たちを見て、品行の清らか

な彼ら［辞支仏と女たち］に体罰を命じた。

/mbdagyuldersongbayis//budmedrnamsdermngonphyogsmthong/

/tshulkhrimsdagldandedaggi//lusnibcadparabmbskos/

16abayis]6:bayi6.

/tenapapenavipulamk訓副nnaraka*samkate/

pakvo'yamvikrtaihsattvairbhak9yamanoduralqtih"76.17"

17b*samka!e]exconi(deJoNG),confilrmedbytib.nyamngabar(Skt.*samkale):

samkareAET.Cfnarakasamkate37.29bandnarakasamkate40.106bintheK"伽"".

17cpakvo]T(pakvo),confilrmedbytib.smn(Skt.*pakva):[yak;o]A:yak9oE

(=Ed.).17dbhak5yamﾖﾘo]T(bhak5yamﾖﾘo)(=Ed.):bhakSamanoAE.

/tenapapenabipulamkalanarakasamkare/pakvoyambikrtaihsatvairbhakSyama

no血r豆krtih/[17］

その罪悪によって、長い時にわたって、地獄の険路（危難ある所）において、この醜

い姿の者は恐ろしい姿の生物たちによって食われながら、苦しめられた。
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Notel7cpakvo]過去分詞pakvaは文字通り訳せば「煮られた」であるが、仏教梵語では動詞

pacyateが「苦しめられた」という意味で用いられること(BHSD,s.v.pacyate''istormented")を考

慮して、その意味に取る。

/sdigpadeyisymgspayi//dussudmyalbanyamngabar/

/mam'gyursemscangyiszazhmg//ngmpa'idbyibscan'diaagsmm/

17adeyis]6:deyi6.

/即adamastakanekavikarivranasambhavaih/

kirnamkmlikulamkayampaSy誠盃syajugupsitam"76.18"

/(aD:5T)padamastakanekabikaribra9asambhabaih/kmnamkrnkulaihkayam

paSyatasyajugupsitam/[18]

足から頭まで、沢山の悪化する傷から発生してくる虫の群によって覆われている彼の

身体の嫌悪すべきを見よ。

/mgonasrkmgbardumayi//mam'gyUrrmalasbyunggyurpa'i/

/srmbu'irigskyiskhengsgyurpa/､diyimsmsmadpaltos/

18amgol6:'og8.18csmbu'i]6:srmpo'i6(alsocoIrect)IIkyis]6:kyi

6.18dsmadpa]6:Imasla6.

/kalpantenarakamb加ktvacan"latvamupagatan/

pratyekabuddhammrgaya制o'yammhani5yati"76.19"

19cdmrgaya制o]E(=Ed.),confirmedbytib.mgonpawingangtshulldanpa:

mIgayas壺剋oA:mrgayamrSrloT.

/kalpantenarakambhuktvaca叩頓ya(taD:tvaT)mupagataP/pratyeka{D170b}bud-

曲amrgayamISrloyannihaniSyata/[19]

劫の終りに、地獄を味わった後に、チャンダーラとなるに至るこの者は、狩猟にふけ

り、［弓矢で］畔支仏を殺すであろう。

Notel91第17偶までVidl'raの過去世を、第18偶で現世の状態を説いた仏陀は、この第19偶に入

ると奇妙にも、未来世に犯す殺人までを予言する。未来に受ける業の報いに関する予言ではな

く、人が未来になす行為に関する予言であるから、この説話は業報の前生謹であることを超え

て、悪人の未来世の記別(vyakaraﾘa)という、新しい時代の要素を加えて出来ていることにな

る。avad加aの様式的発展の最後に出てきた、新しい話型をもつ説話であるといえよう。

/bskalpa'imtllarmdmyalbadag//spyadnasgmmponyidgyurte/

/mgonpa'ingangtshulldanpa'dis//rangsangsrgyasnigsodparigyur/

19bspyad]6:dpyad6.1M'gyurl6:gyurNQ:gympaG.
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/punarnarakasamkleSaSrryammayatakrtin/

samkhyatitenakalenaprayasyatimanugyatam"76.20"

/punamarakasaInkleSamyamanayatakr曲/samkhyatitenakalenaprayasyatima

{T482a}nugyatam/[20]

再び地獄の苦しみによって引き裂かれる巨大な［肉体の］形姿をもつ者となり、無量

の時の経過の後に、人間である状態に至るだろう。

/slaryangdmyalba'isdugbsngalgyis//luschenmamparnyamsbyedcing/

/grangslas'daspa'iduskyisni//皿nyidrabmthobpar'gyur/
20bluschen]B:luscan6.

/SasmruttarasaInjfiasyatatahk5apitakilbiSah/

drrghakles加alodvignallSasanepravraji5yati"76.21"

／誼smmttaramsamjfiasyatatahkSayitakilbi;ah/dnfghameSanalodbign池壺sanepra

braji9yati/[21]

その後、罪悪［の業］を消滅させた時、久しい煩悩の火に厭嫌した彼は、ウッタラと

いう名の師（仏）の［説く］教えにおいて、出家するであろう。

/denassdigPaZadgyurte//nyonmongsmechendaggism/

/yidbyungstonpa*uttara//zhespa'ibstanlarab'byung'gyur/

21c*uttaralexconi(cfSkt.uttara):udtara66.21dbstanlal6:bstanpa6.

/udyanek訂§画asyakantabllihpnjitastatah/

rrSyakopena鋤rramavapsyatyugranigrallam"76.22"

/udyanekaSirajasyak珈樋bhihpUji伽腫tah/"yakopenaSaIIralabapsyatyugrani

graham/[22]

その後、園林で彼は美女たちに供養される。［しかし］カーシ王の嫉妬の怒りによ

り、恐ろしい体罰を体に受けるだろう。

/denaskasm'irgyalpoyi//skyedmostshaldumdzesmasmchod/

/phragdogkhrobaslusdagni//chadpadragposgcodpar'gyur/

/tato!syatiVradutkhagneravasanambhaviSyati/

itiSasmrvacahSrutvasarvevairagyamayayutl"76.23"
/tatosyatibraduPkhaglambabapanambhabi5yati/itiSasmrbbacahgmtvasarbbabai

ragyamayathuh/[23]

その後、激しい苦の火が終る時がやってくるだろう。－以上の、師が説かれた言葉

を聞いて、すべての者が、煩悩を離れた状態となった。
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/derjes'diyisdugbsngalme//mbzadmbmnyamspar'gyur/

/zhespastonpa'igsungthosnas//thamscadchagsbralldanpargyur/

/udvign珈盃mathabhavabhayakleSac加副肛珈zm

息豆stunpnmairamrtavisarairvanmayaistatrateSam/

saktallladamkuSalasalilaitlplavyam珈豆§ay珈加

t印池kvapipraSamakusum諏面mab圃加jagama"76.24"

/udbignanamathabhababhayakleSacm樋mra9迦sasmhpnmper3皿tabasarerbban-

mayestatraSam/sak面Ⅲa(daijD:deりT)畑§alapanlaihprabhyam晟鯛§ay3{D171a}

､加極paりkvapipaSamakusu(naD:maT)ramabhajamjagama/[24]

その［説法の］場で(tatra)、彼ら、生存（有）における［様々な］恐れ・苦悩・不

安に悩んで［輪廻を］厭離した者たちにとって－師の［説いた］言葉から成

る［水］、充ち満ちた［水］、甘露の多量［の如き］［水］、爽快感をそなえた善の水

によって、心洗われている者たちにとって－寂静という花の園林（解脱）に住む者た

ちにとって、苦熱はどこかに消え去ってしまった。

Metre:MandakIgnta.

/denasdernistonPa'igsmggirangbzhinbdudrtsi'irgyunrdzogspas//chags

Ixalsridpa'ijigspa'inyonmongsbsampasgzirbadedagrnams/

/dga!badmgldandgeba'ichuyisbsamparabmrdzogsgyurcmg//rabzm

Inetogdga'tshalldanparnamskyigdungbagashedsong/

24dldanpa]6:bstenpa611kyi]6:kyis6.

/itikSemendraviracitayambodmsattvavadanakalpalatayamviduravada-

nam"saptatitamampallavall"

/itikgemendrabiracitayambodhisatvabadanakalpalatayambidurabadanamSala

saptatatamaljpallavah"

以上、クシェーメーンドラ作『菩薩のアヴァダーナの祈願成就の蔓草』におけ

る「ヴイドウラのアヴアダーナ」という第76の小枝（章）。

/zhespadgeba'idbangposbyaspa'ibyangcllubsemsdpaiirtogspabrjodpa

dpagbsamgyikhrishinglasbidura'i伽gspabrjodpa'iyal'dabstebduncu

rtSadrugpa'o"

第7⑦章の非重要な異読の報告

1．チベット訳の諸版の正字法上の異読

‐61－



以下，］］という特別な記号を用いるが，その記号より前にある語形が，校訂テキストの語形で

あり，その記号の後ろにある語が，或る版の正字法上の異読を示す。

4dyongssu]]yongsuG.

2．チベット訳の諸版の特殊な異読(Sonde,lesungen)

以下，］]の記号より前にある語形が，校訂テキストの語形（正しい語形）であり，その記号の

後ろにある語が，或る一つの版の特殊な異読を示す。例えば,1argyaspa]]rgyalbaG.という記

述は1argyaspalDNQT:rgyalbaGと表現するのと全く同じであり，それはSTRAuBE(2006),S.245

の記述の仕方ならⅧabsst.dabsGと表現される。

1a'dodldan]]'dadldanT.1dgzhis]]gzhisaG、6abzad]]bzodN.7btshiggis]]tshiggi

T、17cmam]]mamsD、18adumayi]]dumaymG.24cdangldan]]dangG.

3．梵文写本における特殊な異読(Sonderlesungen)

以下，】】の記号より前にある語形が，私の校訂テキストにある語形（正しい語形）であり，そ

の記号の後ろにある語形が特殊な異読を示す。これは写本の中に沢山ある無意味な書き誤り等の

異読をすべて本文の異読注として挙げると、真に重要な異読がそれらの無視してよい異読の中に

埋もれてしまい、見えづらくなってしまうので、そうならないようにする配慮として、本文の異

読注とは別に記するものである。本文の異読注には重要な異読のみを挙げた。

1apratapta]]madrptaE.1cmm℃h可uSam]]m町chaju"tE.Zaajira]]ajiraE.3akayam]]

kayaE.4btali耐碓]]talanrtaleA.6aapibhovidura]]----(4marksofmssmgakSaras)

duruE.12cvicrur]]vivekaE.13bivagrayam]]ivaSmyahE.13dpaIivaritam]]paIivaritaE.

14ashtaml]s伽伽E.14dmasannam]]prasannammE.15bivamrtam]]ivamrtahE.16b

straiEam]]stailaElltadlmmukham]]tadanmukhaE.18amastakaneka]]mastakalaikaE.19d

'yam]]yamnE.2侃江ayasyati]]puyasyatiE.21aSasmruttara]]§ﾖstraru{tta}raE.21C

dngha]]diPtaElllodvignah]]lodviSrahE､22adenas]]demD.22davapsyaty]]avapyoty

E.23csarve]]savveA.24audvign珈屈m]]udviSr加amEllbhavabhayameSa]]bhavakleSaE.

24bvisarairvan]]v伽araivvamE.24camadaih]]ahnadaihE.24dkusuma]]kumaEIIjaga-

ma]]jaSasaE.

Avadanakalpalata,77KameyaMvadana

Q:Ge286b7-287b7D:Khel71al-173alO:Ge286b7-287b7N:Ge256b3-257b2

G:Ge361b4-363a2T:482aS-484al

Skt.Mss.:A*310aS-311b2;B(lacking);E76b4-77b5
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/khalotkarSenasarvasyagunaglanihprajayate/

bhavatyabhyudayayaivaPrabhavasmmallatmanam"77.1"

／{D171al,T482a5}肋alotkar§enasarbbasyaguﾘalagna血praja{T482b}yate/bhaba

tyabhyudayayaibamabhabasmmahatmanam/[1]

粗暴な者が栄えることにより、すべての者に徳性（善い性質）の衰えが生まれる。偉

大な者たちがもつ力は、［すべての者を徳性の］増大([g叩a-]abhyudaya)に導く。

Notelakhaloikar9"alここで「粗暴な者が栄える」とは、本章の説話においては、広目天と財

主（多間天）の前世である暴悪なる二金翅烏が、持国天と増長天の前世である二龍よりも優位に

あり、龍たちを害していたことを示唆すると思われる。

/mbsmnrabmrgyaspayis//kmgyiyontannyamsparbyed/

/bdagnyidchenpo'imthuyisni//nmgonparaarbanyiddu'gyur/

1absrun]6:srun6IIpayis]6:payi6.

/*adumayamvanop加tebhagavgnsugatanpⅢ豆／

*bllntagaraguhagarbhetasthaudhyanaparayanalj"77.2"

2a*adumayamlexconi:adnmayaA:ahnmayaE:3tramayamT:ahumayaEd.

C正3dmnayamMPS28.24("eko'yamputkasasamayaadumayamviharamibhntagare.",

WALDscHn皿DT(1951),MPS,H,S.272).2c*b加頓garalexconi,infelTedhombhntaga

raTinaccoIdwithtib.､bymgpo'ikhangpa'i(Skt.*肋ﾛ蝿圃ra):sn画garaA(=Ed.):

kn画garaE.CfbhⅢ3gareMPS28.24.

/atramayambanopantebhagab珈sugatahpura/b加桓garaguhagarbhatasthaudhya

naparaya"IJ/[21

世尊・善逝はかつて、アードウマーで、林に近いブーターガーラ（鬼霊の家）［とい

う］洞窟の奥所で、禅定に専念されていた。

/a*dumayaiinagskyimthar//'byungpo'i肋剛gpa'iphugnangna/

/bcomldanbdebargshegspasngon//bsamgtanrabmskyongzhinggnas/

2aa*dumaya'ilexconi:atramaya'i6:atramayayiβ・

Note2aa*dumaya'i]梵文の*adum諏迦という語形を尊重し、カルパラター蔵訳諸版が伝える

atramayaの読みはadumay颪と訂正すべきである。蔵語のraと血の字は類似するため、この

訂正は無理ではない。またWALDscHMmT,WS,S.273があげる根本有部毘奈耶雑事Ksndrakavasm

の蔵訳テキストの伝承(Narthanged.,Da584a)でもadumayaと記されている(yuladumaya

'byungpo'ikhangpa'ikhyamsnabzmgste/)。また根本有部律薬事の中にあるK&血eya因縁讃の箇

所では、蔵訳はadumaと音写して伝える(Derge版'伽lba,Ga35a:bcomldan!dasyuladuma'i

gnasnabzhugsso;この豆dumaの語に関して北京版'dulba,Nge32bではadumaだがDafge版のa

dumaの読みの方がよい）。そのKaineya因縁讃の文について、袴谷憲昭はチベット訳が伝承す
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るadumaの語形を否定し、udum豆の語形が正しいとして、国訳一切経律部23の末尾の「西蔵律

典よりの補訳」388頁で西本龍山と加藤清が「阿頭摩国」と訳したことを注で批判した。袴谷

(2000)：「カイネーヤ仙人物語」、『駒澤短期大学佛教論集』6号、84頁、注20を見よ。袴谷が

adumaを捨ててu伽maを採る根拠はN.DuTr(1947):Gjjg"Mq""sc"",Vol.m,Partl,pp.255-256

のKameya因縁讃の梵文テキストにu伽､豆とあるからである。しかしN.DUITの読みu伽､豆を確

認するため、私（岡野）がDuTrが用いたGngit写本を確認してみると、udum3ではなくZdumg

と写本には書いてあることが判明した。Gngit写本ファクシミリ版GBM6巻776には5箇所に

gdnm颪の語が出てくるが、その5箇所ともGngit/BamiyantypeⅡの字体でudl'm豆ではなく訂血､颪

の綴りを確認できる。DuTrは奇妙にもそれらの箇所すべてでu血maと間違って転写している。

この箇所に対する漢訳の並行文献にあるいくつかの漢字音写語（国訳一切経律部23,388頁、注1

を参照）を参照しても、それらはaかaの音を支持し、uの音を支持する訳例は皆無である。

従って3曲､園の読みが正しい。DuTTがGilgit写本の読み豆伽､豆を採らずにわざわざ間違えたわけ

は、彼がGM,m-1,p､255,note3に''Tib.53b,1.6:uduma'ignas/''と記しているように、蔵訳の伝

承がadumaではなくudumaであると理解していたからであろう。udumaはDuTrが利用した

Narthang版('dulba,Ga,53b)に見られる誤った読みであり、Derge版は面dumaで北京版はa伽

、aなのであるが、DuTTはチベット大蔵経のNarthang版以外の他の版を参照しなかったので、

Narthang版に見られるその特殊な異読だけを信じて、そのために目の前にあるギルギット写本の

梵語の正しい読みを全部の箇所で捨ててしまったのである。

/ta伽trVr誘川isphotaniSpiSIavrSakarSakall/

tenadhyana*nnlenaghanaSabdo'pinaSrutah"77．3〃

3c*nimena]excom:lmenaAET:vilmenaEd.[Note:onesyllableislackingin

padac.Theeditioprincepsreadsvilmenainsteadoflmena,butitseems*mmais

preferabletovilmena.Cf80.98ddhyanammanayano.]

/tatratrbraSamspholaniSpaglab"akargakaj/tenadhyanalinenaghanaSabdopina

§mtah/[3]

その時に激しい雷の炸裂によって牡牛や農民が打たれたが、雲［の発する］音を、禅

定に没入したかの［仏］は聞かなかった。

Note3a面Ⅵ詔msphola]根本有部律薬事にあるKaineya因縁讃には、この詩節に記されるような

雷の事件の記述は出てこないが、Ksemendraが種本に利用したKameya因縁證の伝承では、a血､園

という地名から直ちに連想される有部の大般浬藥経にある雷の記事の一節が、補われて付加され

ていたのであろう。CfWALDscI通皿DT(1951),WS,H,S､274,(28.24),"tenakhalusamayen豆伽mayam

devenagarjataSanyacaspho!atyacatvarobalivardakahatadvaucakarsakaubhratarau.”

/derm皿bzadlce'babpa//dragpos肋Ⅶmchogzhingpabcom/

/desmbsamgtanlachagspas//springyisgrayanggsanmagyur/
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一

3Cdes]6:deβ、3dgsan]6:gnas6.

/dhy珈珈te'thapravacanamSasturmandakinrtale/

c誠var血srommajagI'皿Ⅲmah諏司豆blli曲曲sur油〃77.4"

/dhyan珈tetha(WaD:paT)baca(naD:namT)§豆smnnmandakimtam/camrahSrom

maja(gmannsaD:gmamunaT)harajabhi曲魂pura/[4]

禅定が終わった後、マンダーキニー湖畔における師の説法を聞こうと、大王という名

の四神（四大王天）がやって来た。

/denasdal'babngogssum//bsamgianmtha'rustonpa'igsung/

/nyandurgyalpochenponi//bzhizhesinjodpasngondu'ongs/

4a'bab]6:bab6(alsocolTect).4dsngondu]6:mngondu6.

Note4dsngondu]蔵訳者はsur曲ではなく*purah(=sngondu)と読んだらしい。蔵訳には梵文

のSm油にあたる訳語が無いし、また異読のmngon伽(=*abhi-)にあたる語が梵文に無い。

/dllrtarastravm曲ﾖkhyavirnpakSa曲加ﾖdhipah/

telmmaratnakusumastasyapadauvavandire"77.5"

/dhrtara錘yabimjha肋yabimpakga曲ana伽pall/te{D171b}nUaramakusumasta

syapadaubabandire/[5]

彼ら持国天、増長天、広目天と財主（多間天）は宝石や花を撒いて、かの［仏の］両

足を［頭で］拝した。

/yul'kllorsmngdang'phagsskyespo//皿gmibzmgdmgnorbdagpo/

/deyizhabsladedaggis//phyagitshalrmchenmetoggtor/

5bbdagpo]6:bdaggo6(alsopossible).

Note5bbdagpolここでbdaggoの異読をlectiodimciliorとして採ることも可能であるが、b曲g

poの読みのほうが梵文の構文に近い。

/teSamdvavgryajatiyaudllrtar"ravirmhakau/

dvavanyaukrnrajatiyauteSamsvocitabhaSaya〃77.6"

6advavaryajatryau]AE:tvacaryajatiyauEd.CfdeJoNG.

/tebhyohicaryaj且面yaudhrtar圃卿abimjhakau/dvabanyaukrn(raD:raT)j豆面yaute

Samsvocitabh"aya/[6]

彼らの中で持国天、増長天のふたりは高貴な生まれである。他のふたりは恐ろしい生

まれである。彼らに、各自に適した言語を用いて、－

Note6ate9町dvav]チベットに伝わった梵本ではtesamの代わりにtebhyoと奪格に読む。梵蔵

併語版Tの蔵字梵文tebhyohic町aという読みは蔵訳dedaglasm'phagspa'iに支持される。teb-
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hyoの語の後にあるhicgryaの二字はdvavgryaの二字とよく似ているので、mcaryaは単にdvav

aryaを間違えた伝承とみなしてよいが、蔵訳者はその梵語の書き間違いに気づかなかったよう

で、dvauを訳していない。

Note6a町ajatIyau]CfN.DuTr,GM,m,-1,p.258,U.2-3:''tatradvavaryajaliyaudhrtaraSIra-

virndhakaica.dvaudas刈圃tiyauvnpak9ovaiSravanaSca'i.

Note6dsvocitabhaSay3]ここで「各自に適した言語を用いて」と言っているのは、広目天と多聞

天が梵語ではない特別な部族の言語で、釈尊から四諦の説法を受けたとされるからである。この

時仏が梵語のほかに「南印度の辺国の俗語」と「meccha語」の二種の言語をもって四天王に四

聖諦を説かれたことは、大毘婆沙論巻七十九T27410aS-c9(『国訳一切経毘曇部十』1590-1593

頁）に説明がある。梵文根本有部律薬事によれば(DuTr,GM,m-1,p.269)、世尊は広目天に対

して'､itimmaharajaenemenedagphedaUdagpheeSaevante血りkhasya"と語り、また多間天に対し

て''atratemaharWam鵡馴皿§屈SamSamasarvatravir"hieSaevanteduりkhasya"と語ったという。これ

らの文の、太字の箇所に見られる二種の言語が、非アーリヤの出身(dasyu彌町a)である広目天

と多聞天のそれぞれに適した言語である。なお前者はFranzBERNHARD(1965),U伽"αyα増aXXVI18

では/enemeneta巾ﾖdapphedaqapphecetibudhyatah/sarvasmadvhfatihp印adduhkhasyantonirucyate"

と表現され、後者はXXVI19で/mｮ頭m"samSanacasarvatravirajItatha/sarvasmadviratihp印刷

duりkhasyantonirucyate〃と伝えられる（ただしスバシ写本による写本異読を追加する必要があ

る:H.NAKATANI(1987):U伽"αvα増α晩S"加sj,TomeI,pp.74-75)。異言語の陀羅尼呪を含むこれ

らの詩節の梵蔵漢の並行文献についてはBERNHARD(1967):"ZurEntstehungeinerDharam",ZDMG,

Bandll7,S.148-168に詳しい。またLAMoTIE(1958),HIB,pp.608-610を参照。

/dedaglasni!phagspa'irigs//yul'kllorsmngdangiphagsskyespo/

/gzhangnyisgdugpa'irigscante//dedaglanidamchosdag/

Note6ddamchosdag]この第6詩節は次の第7詩節と連続して完結するので、蔵訳者も二詩節を

つなげて訳す。梵文第7詩節にあるsaddharma-の訳語damchosdagが蔵訳の第6詩節に移動する代

わりに、梵文第6詩節にあるsvocitabh"ay豆の訳語のrangla!ospa'iskadkyisが蔵訳の第7詩節に移

動した。

/saddhannadeSanamcalKI℃bhagavanbhntabhavanan/

yenaSasanadharmeSubabhnvustevi息豆radah"77.7"

/saddharmmadeSanamcakrebhagabanbhntabhabanah/yenaSasanadhannegubabhn

bustebiSaradah/[7]

生類に幸せをもたらす方、世尊は、［彼らに］正法の説法をなした。それによって彼

ら（四大王）は説かれた教えに習熟する者となった。

Note7bbhagavanbhntabhavanah]「生類に幸せをもたらす方、世尊」とここで訳したが、この

表現はこのKα伽jα極の他所にも見られる:atrantaredivyadrSabhagavanbhntabhavanaU/(9.23ab).
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またKsemendraのBMmZα"､α恥応13.1699にも同じ表現がある:tacchrutvakamnnmhhodhirbha-

gav珈肋耐abhavanah/(Kavyam訓豆64,p.677).さらにKsemendraの著作ではないがB版gayα"‐

〃耐〃αの中にも二箇所に、同じ表現がある:so'yamadyamaharajabhagav血bhntabhavanah/

(1.13.49ab);bhuvobh面面va曲面yabhagavanbh面tabMvanah/(9.3.34cd).それ故、この表現は仏教的

意味に限定すべきではなく、むしろ恵み深い最高神bhagavatの表現の文句として扱う必要があろ

う。つまり蔵訳の解釈のように「存在するもの（生類）を思念する方」のように仏教的に訳すべ

きではないと思われる。

/bcomldan'byungpodgongspayis//rangla'ospa'iskadkyisbstan/

/ganggisdedagbstanpayi//choslarabmmkllaspargyw/

/§"apadapranaymasteramtrayamaSritall/

natvabhagavatallpadauvimanaistridivamyyun"77.8"

/Sik"padapra9ayinasteramatrayam園§ITtah/natvabhaga{T483a}batahpadaubima

naismdibamyayuh/[8]

三宝に帰依した彼らは学処（学ぶべき戒）に親しんだ。世尊の両足を拝礼すると、天

宮に乗って天界に去った。

/dkonmchoggsunlarabbrtencmg//bslabpa'ignasbzungdedagmams/

/bcomldanzhabslabmdnasm//gzhalmedkhangnasmthorissong/

/teSuyateSubhagavanbhikSubllirjatavismayaih/

prakpunyasamcayamteSamp騨幽provacasarvavit"77.9"

/teguyate9ubhagab剛abhik5ubhiIjatabismayeP/prakpupyapancayante"mpMihpro

bacasarbbabita/[9]

彼らが去った時、世尊・一切智は驚きを生じた比丘たちに、彼ら［四大王天］の前世

の福徳の集積を尋ねられて、答えた。

/dedagsongtshebcomldanla//dgeslongyamtshanskyesmamskyis/

/dedagsngontshebsodnamstshogs//drispathamscadrigpasgsungs/

/alp豆§vasamall豆§vasaupuranagaubabhnvatuh/

taddvesmaus叩amaucacmirmitisvarast誠姐〃77.10"

10ctaddveSinau]A(postcorr.):tadveginauA(antecorr.)E.

/alpaSvasamaha§vasopu(raD:ra)nagobabhnbatuj/tadveSanausuparlmaucacn

dirmmittasvarastatha/[10]

むかし小シュヴァーサと大シュヴァーサという龍が居り、また彼らの怨敵である金翅

鳥のチューディとミティ・スヴァラも居た。
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NotelO]根本有部律薬事のKaineya因縁謹の伝承では、龍の名はsv説aとmahasvasaであり、

金翅鳥の名はatSvaraとcndeSva[aであることがGilgit梵文から知られる(N.DuTr,GM,m-1,pp.

260-262）。薬事の蔵訳では、二龍の名がdbugs,bym(､vasa)とdbugscher'bym(=mahaSvasa)であ

り、二金翅鳥の名が'groba'idbangphyug(="ijaneSvara?)とgtsuggidbangphyug(=cmeSvara)であ

る(NarthangGa,57b,59a)。二龍・二金翅烏の固有名詞に関して、これら薬事の伝承とKsemen-

draが伝える伝承は微妙に違っている。その相違から、本章の作成にKSemendraが種本として利

用したKaineya因縁調は、現存する根本有部律薬事の梵文の伝承とは全く同じではなかったこと

がわかる。特にcndiや血tiの語形は俗語的であり、Ksemendraの種本が未だ完全に古典梵語化さ

れていない語形が残る伝承であったことを示す。

/mumdbugschugdbugschendag//sngonbyungdedagdgraboni/

/idabbzanggtsugldandebzhmdu//皿*li'idbyangszhesbyaba'o/

10cbzang]6:bzangs6(alsocorrect).10dmi*li'ilexconi(cfSkt.):mji'i

6GQ:皿ja'iN.

/nagaukaSyapasamjfiasyaSasmsamprapyaSasanam/
●～

－〆－

supamayorapradhrSyavabhntambalas副mau"77.11"

11capradhryavIAE:asra曲孵yaT:apradh騨直vEd.

/nagokaSyap耐圃smsammasyabhntaSasanam/suparUa{D172a}yorasradhWyaba

bhntambala蕊mnau/[11]

カーシヤパという名の師（仏）の教えを得て、力を有した二龍は、二金翅烏が害しえ

ないようになった。

/kluyisstonpa'odsmngskyi//bka'myangdagthobgyurnas/

/stobsldan!dabbzangdaggism//bndzibarnuspammpargyur/

11akluyisl6:kluyiBIIkyi]6:kyis6.11dbrdzi]6:rdzi6.

Notelldbdzi]もしβの異読のように現在形のIdziを用いると、rdzibarnuspa「害しうる」

と、読者が能動の意味で動詞を理解する恐れがあるので、未来形のbdziを用いて、brdzibarnus

pa「害されうる」と、受動の意味を明確化したと考えられる。そこで6の読みbrdziを採用し

た。

/dveSaspardhabhimanenasupamavapikaSyapat/

glhitvaSasanamratnatrayamSaranamapamh"77.12"

/dvegaspar曲abhimanenasupal卿團bapikasyapata/grhitv豆銅sanamramatrayamSa

ralamapatuh/[12]

憎悪と嫉妬と自尊心によって、二金翅鳥もカーシャパ仏から教えを取得して、三宝に

帰依した。
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/zhesdang'granzhingnmgonlJlengspas//'dabbzanggiskyang!odsrungsla/

/bstanparinchenbzungnasni//dkonmchoggsumlaskyabssusong/

12apas]8:pa6.12bbzanggis]6:bzangskyis8.

Notel2cbstanparinchen】蔵訳者は「教えの宝を取得して、三宝に帰依した」と訳しているの

で、梵文の§油anamramatrayamをまるで*Sasanaratnamratnatrayamの如く、二度ramaの語を読ん

で訳している。

/taunagavaryajatryandllrtaraStrav加曲akau/

k曲加suparnautavetauvirnpakSa曲anadhipau〃77.13"

/taunagab町ajatryaudhrtaraSirabimdhakau/krUrosupaIWautabetaubimpakSa

dhanadhipau/[13]

高貴な生まれの持国天、増長天がそれら二龍である。恐ろしい(krnra)それら二金

翅鳥がこの［恐ろしい］広目天と財主である。

Notel3ckrnrau]この「恐ろしい」(krmra)という形容詞は金翅鳥にかかるばかりではなく、

広目天と財主（多間天）を修飾する語でもあることは、第6詩節のdvavanyaukrUrajatiyauの表現

から理解される。

/mudedagni'phagspa'irigs//yul'khorsmngdang|pllagsskyespo/

/gdugpa'i'dabbzangdedagm//mg皿bzangdangnorbdag'di/

/jmasyetibruvanasyapunyampravac肌amrtam/

tadvanop加tanilayahSmtvakaineyakomuniM77.14"

14bpunyampravacana]T(pupyamprabacana),confirmedbytib.bsodnams

gsungrab(cfMvyl433gsungrab=pravacana):pulya[pra]vacanaA(postcorr.):

pmWhabuvacanaA(antecoIT.):p叩yavadvacangE:punyamsuvacanaEd.

／jinasyetibmbaﾘasyapuﾘyamprabacan豆mr剛､／tadbanaup加tanilayahSrutvake

neyakomunih/[14]

このように、めでたい教えの甘露を勝者（仏）が説かれた時、その林の近くに住処を

もつ聖者カイネーヤカはそれを聞いて、－

Notel4dkaineyako]本詩節以後に出てくるカイネーヤ(=カイネーヤカ）とシヤイラという人

物は、パーリ聖典Suttampnta,3.Mahavagga中の7.SelaSuttaでは、ケーニヤ(kemya)とセー

ラ(sela)という名で伝わっている。このケーニヤとセーラに関する伝承の詳細に関しては

MALALAsEmRAi.663-664,ii､1288と赤沼固有名詞辞典299,611頁のほか、村上真完・及川真介

(1988):『仏のことば註(三)』、296-298頁を参照。

/zhespagsungbargyalbayi//bsodnamsgsungmbbdudrtsim/

/nagstshaldenagnaspayi//tllubpa*kaineyakastllos/
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14d*kainelexconi(cfSkt.):kene66.

/vis皿tastatprabhavenatamevaSaranamgatah/

剛agamiphalaptyabhntsatyadars肌anirvrtall"77.15"

/biSmtastatmabhabenatamebaSarapamgatah/{T483b}anag豆血laptyabhntapatya

darSananirbrtah/[15]

彼の力に驚き、彼に帰依した。真理を観ることによって安らかとなり、不還果を得

た。

/deyimthuyisyamtshante//denyidlaniskyabssusong/

/phyir皿'ongnitllobgyurnas//bdenpamtllongzhmgdga'bargyur/

15amthuyis]D:mthuyi8T.15dbden]6:dben6.

/tadbhagmeyaMailo!pitathaivavmayaSritah/

伽豆gamiphalodaramsatyadars剛amaptav加〃77.16"

/tadbhagi(naD:neT)yahSilopitathaibabinayamSritah/anag豆mphaloda(riD:

ramT)satyadarSanamaptabana/[16]

彼の甥（妹の子）であるシヤイラも同様に戒律に住して、真実を観ることを得て、不

還果という崇高な［境地］を得た。

/deyitshabo*shailaymg//debzhm'dulbalabrtennas/

/bdenpamtllongzhmgrgyacheba//pllyirm'onggi'bmstllobgyur/

16a*shaila]exconi(cfSkt.):smla68.

/taus加ugaubhagavataljprasannau曲加､認ﾖsane/

pravrajyamsamup魂ayaglaghyamarllttvamapam"77.17"

/tausanugaubhagabatahplasanne曲amlmaSasane/{D172b}pmbrajyamsamupada

yaSlabhyamaIflatvamapamh/[17]

彼ら二人は弟子たちとともに、世尊の教説に浄信をいだき、出家することを得て、称

賛すべき阿羅漢の境地に達した。

/dedag'khorbcasbcomldangyi//bstanpa'ichoslarabdangzhing/

/rabmbyungbablangsnasni//bsngagspar'ospa'idgrabcomtllob/

Notel7brabdang]梵語のprasannaの訳語としてはrabdangとrabdadの両方の可能性がある

が、この箇所ではDerge版など私が利用した五つの版はどれも明らかにrabdangと読めるので、

それに従う。

/tatastadavaSi誕珈ﾖmcakruhsugatas豆sanat/
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kapp血all§耐pu伽§camaudgalyaSc町ades肌ﾖm"77.18"

18dcalyadeSanam]AET:capideSanamEd.CfdeJoNG.

/tatastadabaSi"namcakruljsugataSasanata/katphipahSaripu伽息camaudgalya

§caryadeSanam/[18]

その後、善逝のお命じに従い、カッピナと舎利弗と目連も、かの残りの［弟子たち］

のために聖なる説示を行った。

/denasdeyimagrnamsla//bdegshegsbka'yiska*pmna/

/shari'ibudangmaugalgyi//加yiskyangnibstanpamdzad/

18adeyi]6:deyis6.18I)yis]6:yi611*phinalexcom(cfSkt.):pina

66.18CmaUgal]6:maudgal6.

/mananprasadamalokyaparamkameyaSailayoh/

tatpnrvapunyambllagavanp"obhikSubhirabhyadh説〃77.19"

/manahprapadamalokyaparamkaineya(SeD:SaiT)mayoh/tatpUrbbapupyabhaga

vanapMobhikgubhirabhya曲ata/[19]

カイネーヤとシヤイラがすぐ、れた心の浄信をもったのを見て、比丘たちに尋ねられた

世尊は彼らの前世の福徳を説いた。

/kaineyakashailayi//yidrabdangmthongdedaggis/

/sngongyibsodnamsdgeslonggis//drisshingbcomldan'daskyisgsungs/

19akaine]]kainaDlllayi]6:lam6.19bgisl6:gi8.

/etaughapatrP面Wajmmanyangalig加肋､曲肌／

suhrdaudharmaniratauvaranasyambabhnvtun"77.20"

/etaughapatrpnrbbajamnanyagamganabhidhau/sakrdau曲armmamratauba(r"a

D:ra"T)syamban曲abamp/[20]

これら二人は前世においてアンガとアンガナという名の長者であった。二人の親友は

ベナレスで法を楽しんでいた。

/sngongyiskyebar'didagni//ba虚nas面肋ymbdaggnyis/

/angga*angganazhespa//grogspochosladga'bargyur/

20askyebar]6:skyeba6.20bbarヨリasmD:barapasir6T.20cangga

*angga]exconi(cfSkt.):anggaaga6:anggaaga6.20dgyur]6:'gymβ、
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/cari腫粒ahmacaryautaukMyapasyantike(puD:guT)roh/paryantapIagidhanena

prapta(saD:baT)dyapra§加tatam/[21]

師カーシャパ仏のもとで、梵行を行った彼ら二人は、死に際の誓願によって、今日寂

静［の境地］を得た。

/blama!odsrungsdrungduni//tshangsparspyodpaspyaddedag/

/mtharthugsmonlamdaggism//daltarabmzhinyidthob/

21ddalta]6:dal町β(alsocorrect).

/kathitamititathagatenap叩yam

mmivarayonpranidh則ajamniSamya/

abhavadavahitaljpra§加tiyuktya

bhavabhUjagabhibhavayablnkSusamghah"77.22"

/kathitamititathagatenapuﾘyammumbarayohWapi曲面najamniSamya/

abhabadabahitama{T484a}息珈tiyuktyabhababhujagabhibhabayabhikSusamghah/

[22］

このように、二人の聖者が誓願から生じた功徳を有したと、如来が語られるのを聞い

て、比丘僧団は［輪廻における］『生存』という蛇を征服するため、鎮めの技法によ

り［思念を］集中した。

Metre:Pu5pitagra.

/deltarthubmchogbsodnamssmonlamlasskyespa//debzhingshegspas

bshadpadagmtllosgyurnas/

/rabmzhiba'irigspassridpa'ilag'groni//zilgyismnansladdgeslongdge

'dunrtsegciggyur/

22bdebzhin]B:deladebzhin6.22dgyis]6:gyiβ、

/itikSemendraviracitayambodllisattvavadanakalpalatayamkaineyakヨー

vadanamsaptasaptatitamahpallavall"

/iti{D173a}kgemendrabiracitayambodhisatvabadanakalpalatayamkaineyakaba

danamsaptasaptatitamahpallavah"

以上、クシェーメーンドラ作『菩薩のアヴァダーナの祈願成就の蔓草』における「カ

イネ､一ヤカのアヴアダーナ」という第77の小枝（章）。

/cespadgeba'idbangposbyaspa'ibyangchubsemsdpa'irtogspabnjodPa

dpagbsamgyi'kllrishinglaskaineyaka'irtogspabljodpa'iyal!dabstebdun

curtsabdunpa'o"

(Colophon:)ces]6T:zhesD.
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第77章の非重要な異読の報告

1．チベット訳の諸版の正字法上の異読

4angogssu]]ngogsuG.5drinchen]]血cenT.12Cmchen]]rincenT.1Zdskyabssu]]

skyabsuG.

2．チベット訳の諸版の特殊な異読(Sonde,1esungen)

8amchog]]cogT.10cgtsugl]gcugD.12a'gran]]'drenN.1ZddkonmchoglldkoncogT

IIgsum]]gsumG.15cthob]]thongN.16cbden]]bdanQ.16dgyur]]GNqr:'gymD.

3．梵文写本における特殊な異読(Sonderlesungen)

1dmahatmannm】】mahatmanaE.2avanop加te]]valopanteE、2dtasthau曲yanal]tastho

dhyadhy珈aE.5avirnqhakhya]]vijhakhyaE.6bv価曲akau]]virmhakeE.9cprak]]praka

E.9dp"ah]]pMamE.11asamjfiasyal]sajfiasyaB.11bSastuり]]SasmE.12babhimane-

na]]abhinanenaA.22cpras加d]]pr鵡珈taE.

APPENDIX

Avadanakalpala圃梵文と蔵訳の語の対応関係の確認

将来の索引作りのために、最後に付録として、梵蔵を一宇一句対照させておきたい。以下の表

記に関する注意：梵文と蔵訳の語の対応関係を示す際に、代名詞と動詞と一部の副詞は、語尾変

化が付いた活用形で示す。しかし名詞と形容詞については、語尾変化形を出さずに、基本的に語

幹の形で示し、語幹の後につけた1～8の数字で梵語の八つの格を示す。例:aSval=aSvah,aSva2=

aSva(voc.),agva3=aSvamaSva4=aSvena,aSvaS=aSvaya,aSva6=aSvat,aSva7=aSvasya,aSva8=aSve.

両数と複数の場合も、格の表現には単数と同じ数字を用いる:aSval=aSvahoraSvauoraSvah.

第76章Vidura

/'dodldan(=k町血7)rabgdungs(=pratapta-)yidcanmamsla(=manas7)phragdog(="ya-)

dbanggis(=vas説)khroba(=krodhal)nyebargnas(=saI皿htal)//khrobas(=krodha-)long

zhing(=andhal)blogos(=mati-)nyamsmams(=bhraInsm1)mbzad(=tiVra-)rablib(=timi-

ra-)g.yangsar(=Svabhra8)mamparlhung(=nipatanti)//derni(=tatra)rabdrag(=krnrtara-)

rnammang(=makara-)dmyalba'i(=naraka-)nyonmongs(=kleSa-)tshabas(=u;man-)nnongs

pa(=mmrcha-)stenbyedcing(=jug7)//bskalpa'ibardu(=akalpa-)spugri0i(=kSura-)malstan

du(=talpa-)brtags(=kalpita=kalpa?)yul(=vigaya,v.note)gyisagzhis(=kSom)bcommams

(=k5ata7)Mag(=k5ayal)"76.1"
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/bcomldan(=bhagavatl)rgyalba(=jinal)nmyanyodkyi(=Sravastr8)//chuklung(=nadr3)

khyamsldan(=ajiravaiIL)zhesparni(=akhya3)//byonpas(=sam匝圃ptal)semscan(=sattva3)

mam'gyurcan(=vikrta3)//skyebos(=jana4)kunmbskorba(=3vrta3)gZigs(=adrakgrt)"76.2

〃

/nnalas(=vrana-)byungba'i(=udbhava4)srinbuyi(=kmli-)//tshogskyis(=kula4)luschen

(=mahakaya3)zabyedcing(=bhak5yamana3)//gdungbaii(=vyatha-)chonges(=rava4)dmyal

bana(=naraka-)//gnaspa'i(=shti-)sdugbsngal(=vaiSasa3)gsalbyedpa(=sncayat3)"76.3"

/de(=tam)mthong(=d"va)thugsljeskyespayi(=jatakarupal)//kunmkhyen(=sarvajiial)

chumung(=ta!im)ngogssum(=taia8)//grongkhyerpayi(=paura-)skyeboyis(=jana4)//

yongssubshamspaii(=parkalpita8)gdanla(=asana8)bzhugs(=upaviSat)"76.4〃

/deyirangbzhin(=賦肋pa4)ting'dzin(=samadhi)gyis(=samadhi4)//1phralla(=sadyas)skye

ba(=jati-)dranmdzadnas(=smaramkrtva)//dmuslong(=jatyandha3)rnam'gyur(=vikrta-)

mampacan(=akara3)//mahe(=mahiSa-)mtshungsla(=upama3)des(=sah)gsungspa(=ava-

dat)"76.5"

/bidura(=vidura2)khyod(=bhos)mibzadpawi(=krnra-)//laskyi(=kamlan7)'brasbu(=pha-

la3)longsspyoddam(=apibhUjyate)//tshulngan(=dauIjanya-)skyedparbyedpayi

(=jananal)//blo(=matil)de(=sa)khyodkyis(=tvaya)drannamci(=apismaryate)"76.6"

/bdegshegskyis(=sugata4)gsungs(=ukta3)de(=etat)thosnas(=Smtva)//myitshiggis

(=manu5yagir4)des(=sah)smraspa(=abraVit)//bcomldan(=bhagavat2)mibzad(=tiVra-)sdig

payi(=papa7)//'brasbu(=phalal)rgyache(=vipulal)longsspyoddo(=bhUjyate)"76.7"

/zhespa(=iti)smraba(=bruvapa7)deyini(=tasya)//mchogm(=param)skyeba(=jati-)dran

palas(=samsmaraga6)//skyebomangpos(=mahajanal)'dicizhes(=kimetaditi)//dgeslong

dge1dundagla(=bhik5usamgha)dris(=papraccha)"76.8"

/denas(=atha)dgeslong(=bhik9u4)kundga'bos(=加anda4)//deyilaskyi(=ttkarma-)dge

mtshanlas(=kautuka6)//ngomtshar(=aScarya-)sngonbyung(=vrtta3)dris(=pmal)dela

(=tam)//bcomldan(=bhagavatl)kunmkhyengyis(=sarvajfial)gsungspa(=abhaSata)"76.9

〃

/sabdag(=bhtipatil)bidura(=vidural)zhespa(=nama)//myanganmed(=aSokal)bzmn

(=iva)m99.yomas(=lolak"//Ikangpas(=carana-)bsnunpa'i(=ahati-)dgemtshancan

(=kamukinl)//'phagsrgyaldagtu(=UjjayanI8)sngonbyunggym(=pUrvamabhnt)"76.10"

/namzhig(=kadacit)sbrangrtsi'thungspa'i(=madhupa-)gnyen(=b即dhava8)//dpyiddus

(=madhu8)rlunggis(=anna-)9.yobayi(=alola-)//'khrishing(=lam)yid'ong(=lalita-)nags

tshaldu(=kanana8)//deni(=saP)budmedtshogsdang(=vadhIivmda4)rtse(=vilalasa)"76.11

〃
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－

/saskyong(=bhiimipala-)budmed(=lalanal)dedag(=tah)der(=ttra)//metog(=puSpa-)'thu

bas(=uccaya-)brelgyurpa(=akulal)//rkanggdub(=nnpura-)sgayis(=町ava-)'dabchagsni

(=vihamgamal)//mamparbskyodcmg(=taramgita-)rabm'khyam(=vicemP)"76.12"

/derm(=tatra)zhibala(=§加ti7)brten(=aSraya3)bzhin(=iva)//dbenpar(=ek加ta8)rnampar

gnaspayi(=viSr加ta3)//angsangsrgyasm(=Watyekabud曲a3)dgrabcomgyis(=arhat4)//

yongsbskor(=parivarita3)mdzesmamamskyis(=kantal)mthong(=dadrSul)"76.13"

/skynkrungbcasnas(=paryankabandha4)gnasgyurcing(=sthita3)//bsamgtan(=dhyana-)

spyanm(=locana3)g.yomedpa(=stimita-)//demthong(=tamd"v3)!phralla(=sahasa)de

dagmams(=恥ﾖm)//yidm(=manasl)mbmdangbar(=prasannal)gyur(=abhavat)"76.14"

/bsamgtan(=dhyana-)mtharni(=anta8)dagpa'i(=Suddha3)chos(=dharma3)//bdudrtsi

(=amrta3)bzhindu(=iva)ston(=diSat3)dela(=tam)//Ikangparphyagbyas(=krtap弧颪bhivan-

danal)dedaggis(=tah)//yongssubskornas(=parivarya)nyebargnas(=upaviviguh)"76.15

〃

/mibdag(=mpal)yul(=dega3)der(=tam)songbayis(=abhyetya)//budmedmams

(=straina3)dermngonphyogs(=tadunmukha3)mthong(=d"va)//tshulkhrimsdagldan

(=Sud曲aSila7)dedaggi(=te§目m)//lusnibcadpa(=Sama3nigraha3)rabmbskos(=adigat)"

76.16"

/sdigpa(=papa4)deyis(=tena)yangspayi//dussu(=vipulamkalam)dmyalba(=naraka-)

nyamngabar(=samkala8)//mam'gyur(=vikrta4)semscangyis(=sattva4)zaZhing

(=bhakSyamanal)//nganpa'idbyibscan(=durakrtil)'didag(=ayam)smin(=pakva)"76.17"

/mgonas(=mastaka-)Ikangbar(=即遡a-)dumayi(=aneka-)//rnam!gyur(=vikarin-)rmalas

(=vraEa-)byunggyurpa'i(=sambhava4)//srmbu'i(=kmli-)rigskyis(=kula4)khengsgyurpa

(=1曲りa3)/'diyi(=asya)lusni(=kaya3)smadpa(=jugupsita3)ltos(=paSyta)"76.18"

/bskalpa'imtharni(=kalp珈ta8)dmyalbadag(=naraka3)//spyadnas(=bhuktva)gmmpo

nyidgyurte(=cardalatvamupagatal)//mgonpa'i(=mIgaya-)ngangtshulldanpa(=mal)'dis

(=ayam)//rangsangsrgyasni(=pratyekabud曲a3)gsodpar'gyur(=niham5yati)"76.19"

/slaryang(=punar)dmyalba'i(=naraka-)sdugbsngalgyis(=saInkleSa-)//luschen(=ay-

atakrtil)mamparnyamsbyedcing(=Smyamapa-)//grangslas(=samkhya-)'daspa!i(=ama4)

duskyisni(=kala4)//minyid(=manuSyatZ3)rabmthobpar'gyur(=praynsyati)"76.20"

/denas(=tatas)sdigpa(=kilbiSal)zadgyurte(=kSapita-)//nyonmongsmechendaggisni

(=dnghakle息珈ala-)//yidbyung(=udvignal)stonpa(=Sastr7)*uttara(=uttara-)//zhespa'i

(=samjna7)bstanla(="sana8)rab'byung'gyur(=pravIajigyati)"76.21"

/denas(=tatas)kashi'irgyalpoyi(=ka§iraja7)//skyedmostshaldu(=udy加a8)mdzesmas

(=k珈圃4)mchod(=pUjital)//phragdog(=面Sya-)khrobas(=kopa4)lusdagni(=§颪ma3)//

chadpadragposgcodpar'gyur(=ugramgrahamavapsyati)"76.22"
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/deIjes(=tatas)'diyi(=asya)sdugbsngal(=duhkha-)me(=gni7)//mbzad(=tiVra-)rabm

nyamspar'gyur(=avasanambhaviSyati)//zhespa(=iti)stonpawi(=§恥tr7)gsung(=vacas3)thos

nas(=Smtva)//thamscad(=sarve)chagsbralldanpargyur(=vairagyamayyuh)"76.23"

/denas(=atha)derm(=tatra)stonpa'i(=§応tr7)gsunggirangbzhin(=vanmaya7)bdudrtsi'i

rgyun(=amrtavisara4)rdzogspas(=pmma7)//chagsbral(=udvigna7?)sridpa'i(=bhava-)1igs

pa'i(=bhaya-)nyonmongsbsampas(=kleSacm駐)gzirba(=atura7)dedagmams(=蝿豆m)//

dga'badangldan(=saktahlada4)dgeba'i(=kuSala-)chuyis(=salila4)bsampa(=aSaya7)rabm

rdzogsgyurcing(=plavyamana-?)//rabzhi(=maSama-)metog(=kusuma-)dga'tshal(=酊屈一

ma-)ldanpamamskyi(=bhaj7)gdmgba(=tapal)gashed(=kvapi)song(=jagama)"76.24"

第77章Kameyaka

/mbsnm(=khalaP)rabmrgyaspayis(=ulkarSa4)//kungyi(=sarva7)yontannyamsparbyed

(=g叩agl加il)//bdagnyidchenpo'i(=mah面man7)mthuyisni(=prabhaval)//mngonpardar

banyiddu'gyur(=abhyudayayaivabhavad)"77.1〃

/3*dumayaii(=adum37,v.note)nagskyimthar(=vanopanta8)//'byungpowi(=bhiita-)khang

pa'i(=逆証a-)dlugnangna(=g曲逆arbha8)//bcomldan(=bhagavatl)bdebargshegspa

(=sugtal)sngon(=pura)//bsamgtan(=曲y加a-)rabmskyongzhing(=parayanal)glas

(=tasthau)"77.2"

/derm(=tatra)mbzad(=tIVra-)lce'babpa//dragpos(=aSanisphota-)khyumchog(=vWa-)

zhingpa(*arSakal)bcom(=ni9piS鮭)//desni(=tena)bsamgtanla(=dhy珈a-)chagspas

(=*mma4?)//springyisgra(=ghanaSabdal)yang(=api)gsanmagyur(=naSmtal)"77.3"

/denas(=atha)dal!bab(=mandal血IIL)ngogssuni(=Iata8)//bsamgtanmtha'ru(=dhy珈珈ta8)

stonpa'i(=Sastr7)gsmg(=pravacana3)//nyandu(=Sromm)rgyalpochenpom(=mah訂司a-)/

/bZhi(=caml)zhesbljodpa(=abhidhal)sngondu(=*purah?v.note)'ongs(=ajagmuり)"77.4

〃

/yulkhorsnmgdang(=dhrtar"ira-)'phagsskyespo(=virnqhaka-)//mgmibzangdang

(=virnpakga-)norbdagpo(=dhanadhipal)//deyi(=tasya)zhabsla(=pada8)dedaggis(=te)//

phyag'tshal(=vavandire)mchenmetog(=ramakusumal)gtor(=lama-)"77.5"

/dedaglasm(=tebhyohica,v.note)'phagspa'i(=町a-)rigs(=jatryal)//yul'khorsrung

(=dhrtar"traF)dang'phagsskyespo(=virn曲akal)//gzhangnyis(=dvavanyau)gdugpa'irigs

cante(=krnrajMyal)//dedaglam(=te5am)damchosdag(=saddhanna-,v.note)"77.6"

/bcomldan(=bhagavatl)!byungpodgongspayis(=bhntabhavanal)//rangla!ospa'iskadkyis

(=svocitabh弱副9V・note6d)bstan(=deganamcakre)//ganggis(=yena)dedag(=te)bstanpayi

(="sana-)//chosla(=dhanna8)rabmmkhaspargyur(=vis5rada8)"77.7"
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－

/dkonmchoggsumla(=ramtraya3)rabbrtencing(=aSrital)//bslabpa'ignas(=Si晦即ada-)

bzung(=maﾘayinl)dedagmams(=te)//bcomldan(=bhagavat7)zhabsla(=pada3)bmdnasm

(=natva)//gzhalmedkhangnas(=vimana4)mt伽ris(=tridiva3)song(=yayuり)"77.8"

/dedagsongtshe(=teguyategu)bcomldanla(=bhagavatl)//dgeslong(=bhik5u4)yamtshan

skyesmamskyis(=jatavismaya4)//dedag(=te5am)sngontshe(=匝誰-)bsodnams(=p叩ya-)

tshogs(=saicaya3)//drispa(=pmal)thamscadrigpas(=sarvavidl)gsungs(=provaca)"77.9

〃

/klum(=nagal)dbugschung(=alpagvasa-)dbugschendag(=mahaSvasal)//sngon(=pura)

byung(=babhnvami)dedagdgfabom(=taddve5血)//!dabbzang(=supamal)gtsugldan

(=cminl)debzhindu(=tatha)//mi*ﾛ'idbyangs(=加ﾛsvaral)zhesbyaba'o"77.10"

/muyis(=nagal)stonpa(=§豆st!7)!odsnmgskyi(=kaSyapa-)//bka'ni(=§asana3)yangdag

thobgyurnas(=samprapya)//stobsldan(=balaSalinl)!dabbzangdaggisni(=supama8)//

brdzibarnuspannpargyur(=apradh騨画vabhm豆m)"77.11"

/zhesdang(=dvega-)!granzmng(=spardha-)nmgonkhengspas(=abhimana4)//!dabbzanggis

(=supamal)kyang(=api)'odsnmgsla(=k風息yapa6)//bstanpa(=Sasana3)面nchen(=rama,v.

note)bzungnasm(=grhrtva)//dkonmchoggsumla(=ramatraya3)skyabssusong(=SaraPam

apamP)"77.12"

/klu(=nagal)dedagm(=taul)!phagspa'irigs(=HIyajatryal)//yulkhorsrungdang

(=dhrtaraStra-)'phagsskyespo(=vimjhakal)//gdugpa'i(=krnral)'dabbzang(=supamal)de

dagm(=tau)//皿gnbzangdang(=virnpakSa-)norbdag(=dhanadhipal)!di(=etau)"77.13"

/zhespa(=iti)gsungba(=bmvana7)rgyalbayi(=jma7)//bsodnams(=p叩ya3)gsungrab

(=pravacana)Mudrtsim(=amrta3)//nagstshaldena(=tadvana-)gnaspayi(=mlayal)//thub

pa(=munil)*kaineyakas(=kaineyakal)thos(=Smtva)"77.14"

/deyimthuyis(=tatprabhava4)yamtshante(=vismital)//denyidlani(=nneva)skyabssu

song(=Saranamgatal)//phyirmi'ongni(=anagamiphala-)thobgyurnas(=apti4)//bdenpa

mthongzhing(=satyadardana-)dga'bargyur(=nirvrtal)"77.15"

/deyitshabo(=tadbhagineyal)*shaila(=gailal)yang(=api)//debzhin(=tatha)'dulbala

brtennas(=vinayaSrital)//bdenpamthongzhing(=satyadarSana3)Igyacheba(=udara3)//

phyirmi'onggi'bras(=anagamiphala-)thobgyUr(=aptavatl)"77.16"

/dedag(=tau)'khorbcas(=s即ugal)bcomldangyi(=bhagavat7)//bstanpa'ichosla(=dhar-

ma"sana8)rabdang(=rabmdangba)zhing(=prasannal)//rabmbyungba(=pravrajy33)

blangsnasni(=samupadaya)//bsngagspar'ospa'i(=Slaghya3)dgrabcom(=arhattva3)thob

(=aptu#)"77.17"
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/denas(=tatas)deyi(=tad-)1hagrnamsla(=avaSiSIa7)//bdegshegs(=sugata-)bka'yis

(=息沈ana6)ka*phina(=kapphiJal)//shaIi'ibu(=§mputral)dang(=ca)maugalgyi//buyis

(=maudgalyal)kyangm(=api)bstanpa(=deSana3)mdzad(=cakruh)"77.18"

/kaineyaka(=kaineya-)shailayi(=Saila7)//yid(=manas-)rabdang(=masada3)mthong

(=alokya)dedaggis(tad-)//sngongyibsodnams(=pnrvap叩ya3)dgeslonggis(=bhik5u4)//

drisshing(=p"lal)bcomldan'daskyis(=bhagavatl)gsungs(=abhyadhat)"77.19"

/sngongyiskyebar(=pnrvajanman8)!didagm(=etau)//baranasn(=v証迦asI8)khyimbdag

gnyis(=gmapatil)//angga*anggana(=angaligana-)zhespa(=abhidhal)//gogspo

(=suhJdl)chosladga'bar(=dharmaniratal)gyur(=babhnvamh)"77.20"

/blama(=guru7)'odsmngs(=kaSyapasya7)drungdum(=antika8)//tshangsparspyodpa

spyad(=caritabrahmacaryal)dedag(=tau)//mtharthug(=paIyanta-)smonlamdaggisni

(=praqidhana4)//dalta(=adya)rabmzhinyidthob(=pra§加tatmmpraptal)"77.21"

/deltar(=iti)thub(=mum-)mchog(=vara7)bsodnams(=p叩ya3)smonlamlasskyespa

(=pranidhmaja3)//debzhingshegspas(=tathagata4)bshadpadagni(=kathita3)thosgyurnas

(=niSamya)//rabtuzhibaii(=pra§加ti-)Iigspas(=yukti4)sridpa'i(=bhava-)lag'gom(=bhu-

jaga-)//zilgyismnanslad(=abhibhava5)dgeslong(=bhikSu-)dge'dun(=samghal)rtsegcig

(=avahital)gyur(=abhavat)"77.22"
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第二部

AⅦd加aSataka48章sre9伽、を再話する二つの章、
SMRAM31章と33章の校訂・和訳
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第1節問題の設定

KalpadrumavadanamalaとRamavadanam副圃とASokavad加am訓目という、三つのアヴァ

ダーナマーラー文献に含まれる多数の章が、Avad即aSataka(略号AvS)の章を詩形改稿

することを目的にして作られたものであることを初めて明らかにしたのはL.FEER

(1879),(1891)である偶)。これら三つのアヴアダーナマーラー文献は、Av§の大部分を韻

文で再話するという目標に向かって役割分担したかのように、整然と全体的な計画のも

とでAv§の章の詩形改稿(metricaladaptation)を行っている。これら三つのアヴァダー

ナマーラーの作品によって詩形改稿の作業の対象となったAv§の章の総数は、100章全

体の半分にあたる50に及ぶ。同じAv§の章をうっかり二度も詩形改稿してしまった作

業の重複は見つかっていないようである。

その後高畠寛我(1954)によってRatnavadanatattvaという名の(5)、一本の京大写本が

ローマ字転写されて出版された(6)｡RamavadanatattvaはL.FEERが知らなかった「Av§詩

形改稿アヴァダーナマーラー文献」の第四の作品である。この作品において、Av§の詩

形改稿を行った章は21あり、その21はFEERが報告した50の章と一つも重複せずに詩形

改稿されている。これで合計71のAv5の章の詩形改稿が見つかったわけである。

(4)L.FEER(1879):!'LeLivredescentLegendes(Avadana-Sataka)",ん"maJAsjα"9"e,Juinet
1879,pp.141-189,etOct.-Nov.pp.273-307.;L.ImER(1891):Avα伽加“加肋,α〃峰e"dをs
(加"dt"9"esﾉ,〃、加花s血sα"skm,<AnnalesduMuseeGu加et,XVIH>,Paris,1891,p.xvi-
xxvii.

(5)写本ではRamavadanatatvaと記されるが、tatVaは標準的な梵語の綴りではtattvaとな

る。以下、伽vaというローカルな綴りを改め、Ramavadanatattvaと記す。

(6)高畠寛我KangaTAKAHATA(1954):Ra伽α'加腫vad丘"α.AGa7畑､〔fqfP"cio"sGe"@s,the
ToyoBunko,Tokyo.
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私は2006年の拙稿で(7)、高畠が報告した京大写本R伽ﾖvad珈誠猟vaの全26章を含む作

品で、全41章から成るS曲hasitamah訂畑豆vad"nam訓且(sl凪AM)という名の、学界未知

の写本を報告した。Ramavad加2血伽aはこのSB服AMという作品から26の章を取り出し

て、作品名を変えて独立した作品であると推測される。SMRAMの方が古く、説話集成

としての作品の元の姿を伝えていると思われる。このSA服AMの写本からは新たに、

15のAvsの詩形改稿の章が得られる。

この、新たに得られたAv§の詩形改稿の15の章は、上記の四つのAv§詩形改稿ア

ヴァダーナマーラー文献にあるものと、一つの章の例外を除いて、詩形改稿されたAvS

の章が重複していない。その例外である一つの章とは、SMRAM第31章Sreshno!vada-

､a「長者のアヴアダーナ」である(8)。この章は、Av§の第48章Sresthin「長者」を詩形

改稿したものであるが、高畠が先に報告したR加團vadallatattvaの第19番目のPretrbhnta-

vadana「餓鬼になった者のアヴアダーナ」も同じAv§第48章Sresthinを詩形改稿したも

のであるから、詩形改稿の作業がここで奇妙にも重複していることになる。詩形改稿の

重複が見つかったのはこれが最初である。

前述の如くR血avadanatattvaはもともとSMRAMから取られて作られたものなの

で、このR伽avadanatattvaの中にあるPre肋加tavadanaも、SMRAMにSIe5Ihipretrbhmヨー

vadana「餓鬼になった長者のアヴアダーナ」という題名で、第33章として入ってい

る。前者のPre筋加tavadanaという章名はSreS伽江e励加tavadanaの章名を短くしたもの

であり、SreWhipre肋加tavadanaの方が本来の章名であったと思われる。

SMRAMの中では、その第33章SreS血Wetrbh面煽vad加aは第31章Sresthino'vadmaと

わずか一つの章を隔てた位置に置かれている。両者はうっかりAv§詩形改稿の作業を

重複させたにしては、同じ作品のあまりに近い位置に置かれていることになる。この二

つの章が、どちらもAv§第48章Srest伽からの詩形改稿本であるなら、両者の違いは一

体どこにあるのであろうか。

この詩形改稿の重複という奇妙な現象を調べるために、私はS伽眼AM第31章と第33

章の研究をこの第二部で行う。それら二つの章の校定を行った上で、両者を比較するこ

とが必要である。なおSMRAM第33章Sres伽匝e肋加tavadanaが、高畠が研究したRat-

navadanatattvaの中のPre筋加伽adanaと同じものであるなら、いまさら校定は必要ない

ではないか、と読者はいぶかしく思われるかも知れない。しかし実際に高畠がローマ字

転写を行ったRamavad加atattvaのテキストを読んでみると、梵文として意味が取れない

(7)岡野(2006):｢Subh"itamaharamavadanam副豆について」、『南アジア古典学』1号、
1-19頁。

(8)岡野(2006)の8頁で、この31章をSresthinamavad加aという名で報告したが、
Sresthino'vadanaと修正する。
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箇所が多すぎることに気づくであろう。高畠の出版本("Ra伽噸販wz""q'')は、その

全体の三分の二がこのRamavad珈f噸伽aのローマ字転写に占められているのであるが、

高畠はR測圃vadanatattvaのほとんどの部分（第1章以外の25章；出版本の185頁から最後ま

で）において、京大写本(A')の1本の写本しか利用していない。その1本の写本には

誤りがかなりあることに高畠自身も気づいていたが、高畠は写本の誤りを修正すること

については極めて消極的な態度を取った。他の写本によらず自身の推測に基づいて1本

の写本の字句を修正し始めると、きりのない作業になると考えたのであろう。高畠は自

身の推測による訂正箇所を最小限にとどめ、基本的には誤りを残して京大写本の伝承す

る梵文を忠実にローカルな綴りのままにローマ字転写して報告するという、確実な道を

選んだ。高畠は将来発見されるかもしれない別の写本によって校定がなされることを期

待して、この忠実な転写の作業を行ったのであろう。

現在、京大写本以外にRamavad5n2噸伽aの一写本がカトウマンFウでも見つかってい

るが、その写本(NGWPE1343/4とD47/2)は京大写本に見られる多くの誤りを共有して

いることから、系統上は京大写本と極めて近い関係にある写本と思われる。その写本は

高畠が用いた京大写本よりは誤りが少ないが、SⅣ眼AM写本よりは劣った写本伝承であ

り、SWAM写本ほどには梵文の校定に役立たない(9)。実のところRatnavadanatattvaの

全テキストの校定も、SMRAM写本一本があれば十分と思われる。そもそもR伽ヨー

vadgnatattvaという作品はSh服AMから26の章が取り出されて出来たと推測される作品

であるから、SWAMの写本伝承の方がR畑avadanatattvaよりも系統的に上位に位置

し、その写本が正しい読みを多く保っているのは不思議ではない。実際にSWAM写

本を用いて、高畠本の転写テキストとつきあわせてみると、高畠のテキストに対して驚

くほど多数の修正を行うことが出来る。

このように、高畠の出版本の全体の三分の二を占めるRatnavad加atattVaの全テキスト

について、SMRAM写本を用いることで新たな校定本の作成が可能であることが判明し

たため、私は今後高畠の仕事を継承してRatnavad加atattVa相当のすべての章をも含めた

かたちでの、SMRAMの全41章の校定の仕事を進めてゆきたいと思う。今回は高畠の転

写への校定の第一歩として、第3節においてSMRAM第33章(=R珈豆vadanf血伽a高畠

出版本第31章）の校定を行う。

この第二部では、まず第2節でSMRAM第31章『長者のアヴァダーナ』のテキス

ト（略号S31)の梵文と和訳を示し、第3節においてSMRAM第33章『餓鬼になった

(9)このRamavad加atattvaのカトウマンドウ写本はNGMPPE1343/4が完本であるが、
その写本の後半だけ(fbl.176-349)撮影されたフイルムが別にNGMPPD47/2として存
在する。前者はNGMPPにおいて1982年2月19日に撮影され、後者は1976年4月7日に撮
影された。カタログ上は同じ写本であることがわからないが、写真を比べてみると、全
く同じ写本であることがわかる。
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長者のアヴアダーナ』のテキスト（略号S33)の梵文と和訳を示した後、第4節で両者

の内容をその源泉資料であるAv§と比較してみたい。

最後の第4節における私の結論をあらかじめ簡単に述べておくと、S31とS33はAvS

のAvs第48章『長者』の簡潔なストーリー（物語）を具体的に詳細化してゆく、その

展開の仕方はほぼ同じである。しかしS31はAv§の話を詳細化しながら聴衆を物語の展

開で楽しませることを主眼として作られているヴァージョンなのに対し、S33は法話

（新しい真理言説の表明）という構成要素を、物語の中に大きく入れることによって、聴

衆に説法しようという意図をもつヴァージョンである。S33では途中に長めの説法が二

度も入っている(10)。このような法話の充実が、S33の特徴である。この二つの説法がな

ければ、話の筋書そのものはS31とS33とであまり変わらないものとなる。

Av§第48章の『長者』(SI℃shn)というアヴアダーナの内容を説明すると、かつて

舎衛城の長者であった一人の比丘が樫貧によって死後に餓鬼になり、そしてその餓鬼が

仏への浄信を起こすことによって餓鬼界から救われ、幸せな大神通餓鬼に生まれ変わっ

たというのが話の大筋である。樫貧matsaryaと信心§raddh豆という語が話のキーワーF

になる。この一見無関係そうな、樫負と信心という二つの言葉は、相互に密接に関連し

ている。次に挙げる、有部教団では必学の書であったUdanavargaの偶頌10.2から、樫

負と信心という、両者の関係を確認できる。

navaikadaryadevalokamvrajantibalahitenapraSamsantidanam/

§raddhastud加amhyanumodam加o'pyevamhyasaubhavatisukhrparatra"

訳：「物惜しみする人は、天界に赴かない。なぜならその愚かな人は、布施を称賛し

ないからである。しかし信心ある人は、布施を随喜し、そのようにしてその人は来世に

幸せになる。」

この偶頌においては、kadarya(物惜しみする人）とsraddha(信心ある人）が対比さ

れている。もう一つ、例としてUdanavargalO.8の偶頌を挙げる。

§raddhallSilenasampannastyagavanvItamatsarah/

vrajateyatrayatra*evatatratatra*evapUjyate"

訳：「信心あり、戒行そなわり、喜捨をなし、樫貧の無い人は、どこ診、行こうとも、

そこで尊ばれる。」

(10)S33のw､71115において（大神通餓鬼に対して釈尊が法を説く場面）、

階梯を経て仏陀の位に達するかについての長い説法があり、また、
vv.130-160において（すべての聴衆に樫貧を捨てよという教訓を垂れる場面）
ての長い説法がある。
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この偶頌においても、錨ddha(信心ある人）とvita-matsara(樫貧が無い人）という

表現が同時に出てくる。信心と樫食は、対極的な立場を代表する語であることがわか

る。このように、インド文化圏の仏教においては、信仰の立場と布施を物惜しみする立

場とが明確に意識され、対比される。信仰深い人は、物惜しみしない。物惜しみする人

は、信心が無い。信仰と物惜しみは、在家者的な「信の宗教」においては、一つの軸の

両極をなす。

この「樫貧」と「信仰」の二要素が組み合わさって出来た話が、この餓鬼のアヴァ

ダーナである。この説話においては、樫貧の心によって餓鬼になってしまった比丘が、

仏への信心によって、救われたのである。

特にネパールのアヴァダーナマーラー文献は、在家者中心の「信の宗教」の立場から

作られた説話文献である。Avsの詩形改稿アヴァダーナマーラー文献において特にこの

餓鬼になった元長者の比丘のアヴァダーナが二度も故意に詩形改稿されているのは、ネ

パール仏教においてこの説話が好まれ、重視された証拠である。この説話が在家者

の「信の宗教」の核心となる「樫貧の克服」と「信心」をよく表現している点が評価さ

れたからであろう。アヴァダーナマーラー文献を読むと、prasadita(浄信を起こさせら

れた）、prasanna(浄信を生じた）、§raddha(信心ある）のような、仏への信仰に関係

する語が頻出するが、このことからアヴァダーナマーラー文献の作者がいかに信を重視

していたかがわかる。在家者は仏への信心によって悪業から救済され、やがて菩薩とし

て菩提行に進むことが出来る。

第2節SMRAM第31章Sr曙伽no'vadinaの梵文と訳

では以下にSWAM第31章の梵文テキストを挙げる('1)。続いて第31章の主要部分

(w.34-166)を和訳する。

〃

31Srestllino'vadana
●●

[238al]athasokomahrpalallprasannasyahkm[2]iijalih/

upaguptamyatmnatvapunarevamabh"ata"1

bhadantaSrommicchamipunaranyatsubh"itam/

tadyatllagm叩刎iStamtathadeSIumcame'Ihati"2

(11)この第31章の校定では、MichaelHAIm先生と出本充代夫人に最後に梵文をチェッ
クしていただき、多くの修正を施すことが出来た。お忙しい中を時間を割かれて見て下
さった先生ご夫妻に心から感謝する。
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[3]itisamp面rtlliter可揃§rutvaso'血肌mah融､飢汕／

叩aguptonarendramtamsamalOkyaivamadiSat"3

sadhuSmumaharajayathamegurunoditam/

tatlla[4]hamtemavak5yamiSmtva*catranumodaya"4

tadyathabhagavanchas樋sakyasmhomunISvaran/

sarvajfio!rllaiijagannatllodllarmarajastatilagatall"5

bllik9曲肋sra[5]vakamsaldhambhikSumblliScacailakaih/

*upasakaihSUbllacar血叩asikaganairapi"6

bodhisattvaganaiScapivillarejetakaSmme/

saddharmamsamnupa[6]diSyavijallaraprabhasaym〃7

tasmmScasamayetatraSravastyamPurigehabhrt/

sreS血脚可fiomahabllagobabhnvadhanadopamall"8

sakadacmmahotsallIjeto[7]dyanemanorame/

sambuddhadar息肌amkarmmviharesamnupacarat"9

tatratam§地hanam伽ddhanlbllikgusalighapmaskrtam/

sabhamadhyasanaSmamratnar謝加ivojjvalam"10

dvatrim[8]Sallak5anasmvyaiijanamat加川ditam/

vyamaprabhasamudbhasamsamantabhadrampmam"11

dMvasamUditalJSreSIhisaiijalihpuratogatall/

p刎肌tasyamunindra[238bl]syanatvaikantesama§ray飢〃12

tasmmScasamayetatrabrainnaSakradayansurah/

sarvelokadllipadaityayak¥agandharvakinnar油〃13

nagendragaruJ33caPisi[2]ddhavidyadharaapi/

"ayobrahmanagcapitrrthikabrallmacarinah"14

ytayoyogmaScapinirgran的astapasaapi/

呵珈血kSatriyaScapi[3]vaiSy魂釦draScamantrinah"15

9m訓hipaScapaura§cadhanmaScamahajanalj/

vamjansarthavallaScaSilpmahkr9ikarak油〃16

gramyajanapadaSca[4]pinaigamah*karva!ikaapi/

evamanye!pilokaScasarvetesamupagatah"17

y狐hakramamsamagatyavillaretammuniSvaram/

d鱒mpradak5inmtyasamabhya[5]rcyapranemire"18

tatahsarve'pitelokahparivrtyasamantatan/

tatsaddharmmmampatumupatasthuhsamahitah"19

tadasabhagaVand"Wasarvamstansa[6]mupasthitan/
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aryasatyamsamarabhyasaddharmamsamupadi息飢〃20

tatsaddharmamrtammtvasarvedevadayo'pite/

lokaabllymumod加地prabhyanand川口abodm[7]師〃21

tairasamuditah息肥sthrSruWataddharmmadeSanam/

samsarabhramanodvignonirvanasukhamaicchata"22

tatahsasahaso肋豆yasmjanpuratogatall/

[8]padautasyamunmdrasyanatvaivamprartllayanmuda〃23

bhagavannatllasarvajfiabllavatamSaranamvraje/

tammammavaiicmbhedharmmemyqjayimmarllati"24

bllavaddharmamrtam[239al]PItva噸輯mevardhatepunall/

tatsaddhannamrtasvadamsamalabdhumsamutsahe"25

samsarebhrantumbhnyonaivotsahejagadguro/

nirvrtisatsukhasvadamprapmmicchami[2]samprtam"26

tadbhav加lqpayaSastahsaugateSasane｜伽*mam/

pravrajyasamvaramdattvasamanvahartumarhati"27

ititenartllitamSruWabhagavansamuniSvarah/[3]

*saVyenapaninatasyaSiralJspMvaivamadiSat"28

embllikSomahabhagaSraddhayatvamyadiCchasi/

pravrajyasamvaramdhrtvabrainnacaryamcaradar説〃29

ehm[4]gaditeSastrasasadhurmu"itahsudllm/

patrapanirviSuddhatmababmvaciVaravrtah"30

athasabhagavan""tatkarmabhogyasantatim/

bhnyastamsa[5]mupamantryapurastadevamadi§弧〃31

carabhik;osamadhayalxahmacaryamsamadarat/

dullSilavrtakhanJamllimakumSvapramadatan"32

ityadiglammumndre[6]naSmtvasayatira伽avit/

ttlletiprativijfiapyasVICakarapmsaditah"33

atllasabhiksⅢamajfiobhik5町yacitumutsahl/

kllikkhi'rpatram湖aya[7]pracacarasamamtah"34

tatrasabhiksⅢalokyasarvalokainsamadarat/

*prahnyaSraddhayabhyarcyasatkrtomanito'bhavat"35

tatahsarvapariSkarala[8]bhIsabllikSuragrahi/

labdhamlabdhamcayaddravyamtatsarvamsaficayamvyadh説〃36

matsaryakaluSatmasatenadravyenakimcana(!)/

brallmacariganaihsaldhamsamvibha[239bl]gamcakarana"37
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sa*matsaryatpariSk証甜hyavasitallpramollitalJ/

svayamevamabhunj珈血kincidd加amcakarana"38

evamsamatsarakrgntacittolubdhoduraSayah/[2]

血yambllik5町pmyacitvabahudravyamsamacmot"39

ttansayatirlubdham風kaladhannasamanvitah/

tadevasamcitamdravyamsmrtvapranamvyamuiicata"40

ta[3]traivasvalayepreirbhntvasasamupasthitan/

tadevadravyamalokyatasthaunamballiryayau"41

tatastamnmakamdrstvasarvetelxahmacarinah/

tatragandimpa[4]rahMyaSmaSanesahasanayan"42

tatratasyaSamamtamsamabhyarcyayatllavidm/

samskrtyabllikSavastecaviharamsamupaya卯埠〃43

tatrata皿ayanedvaramvi[5]mucyapatracIvaram/

draStumtebllikSavallsarvesamudvigl圃叩aviSan"44

tatratamPretamalokyasapatramcIVaravrtam/

brbhatsasrayamudvignahsarvete[6]niryayustatalJ"45

tairatebhik9avallsarvevillaresahasagatah/

etatsarvampravrttantambhagavatonyavedayan"46

tacchrutvabhagavamstasyapretikasyanu[7]kampaya/

salighikodvQjanarthenamatsaryaphaladarSane"47

sallasasvayamutthayasarvasanghainsamanvitah/

tatpradeSamupasrtyatasthautatraprabllasa[8]yan"48

tatrasauPretikodMvas塊hanamtammumSvaram/

prasadi地江anatVaiVatastllaulaijaparﾖ加lukhall"49

talnevamsh剛nalokyabhagav珈samuniSva[240al]rah/

kmayanugrallamkartumpurastadevamabraVrt"50

blladamukhatvayaivaitadgmampatracIVaram/

atmavadhayayenatrapretrbllmo!sisammatam"51

sadllumamanti[2]keci伽mmasadayasamadarat/

tyajaragampariSkaremahaivanarakamWajen"52

ityadiWammunlndrenaSmtvasapretautthitah/

salighetatsamcitamdravyamsarvam[3]dadausaCiVaram"53

tatahsasaiijahnatvatasyaSastuhpadambUje/

svakrtamatyayamsarvamdideSaivamsamadarat"54

bhagavannatllasarvajiiabhav加evajagatprabhun/
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[4]*tasmanmampapmammmhamlqPayatratumarllati"55

yanmayaprakrtampapammatsarakr剛tacetasa/

tatsarvamdeSayamyatrabhavat同mpurato'dhuna"56

mayabalenammhe[5]nayaddravyamihasamcitam/

tatsarvamsarvasalighebhyoniryatayamisammatam"57

tadbhavanlqpayalokyamamanugrahakar肌誠／

sarvametatsamadayasam[6]ghebllyodammarhati"58

adyarabhyasadanityamtyaktvamatsaryadurmatim/

bhavatam(!)Saranamkrtvabhaji3yamisamallitall"59

mamatatprartllanamSrutva[7]bllavaiichastajagadguruh/

klpay加ugrahamkrtvasarvadatratumarhati"60

ityevam*prartmtetenabhagavansak卯珈idllih/

taddravyamsrvamadayasam[8]ghebhyonirayatayat"61

tatahsabhagav則dnvatammetamsamupastllitam/

tannamnadak"adeSamsadhamlam(!)samupadigat"62

etaddanaddhiyatpunyamta[240blltpretamupagaccham/

ayamuttiSIllatukSiprampretalokatsudarun説〃63

ityadiSyasasambuddhahsasanghikastatilagatah/

viharepar5adasmansaddharmamsamu[2]padiSat"64

tadadi;tammunmdrenaSmtvasapretikomuda/

triratnamSaranamkrtvasamacaratsam副mall"65

tatahsapletikankalekaladharmmasamanvitall/

[3]sambuddhasmaranamkrtvamrtoyamalayamyayau"66

triramasmrtipunyaillsatatahWetamallarddhike/

samutpanno!bhavadyakSadaityadhikamaharddllitam(!)"67

tatallsasu[4]khitahpretamaharddhikovyac伽ayat/

kutaScyutahkuhayamikarm肌ﾖkenavanviti"68

tatansasugtasmrtipunyapakanubllavatah/

manasacmtayannevam[5]pUrvavrttmapaSyata"69

tatahsavismitahpretamallalddhikan江abodhitall/

sambuddhasmaranamlqtvamudaivamsamupalapat"70

ahobuddhasyamahatmyamyadbuddhasmrti[61punyatah/

pretalokaccyutallsvargasamniblle'ham血ﾖgatalJ"71

yadihahamsukllapraptastadbuddhasyanubhavatah/

ititasyamumndrasyadraglumgacclleyasm江tam"72
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[7]ityuktvasaprasannatmasnatva§uddhambaravrtall/

divyagandhanuliptangahsarvalalikarabmSitall"73

divyapmjopall証ﾖnisam弧ayaprabhasayan/

[8]niSijetaSrametatravihal℃samupacarat"74

tatratam§蝿hanamdMvasamabllyarcya*sasafijam/

natvamadakSimrtyadharmamSrommupaSray弧〃75

tamdMva[241al]s剛ⅢpmnambhagavansamuniSvarall/

aryasatyamsamarabhyasaddhannamsamupadi§帥〃76

tatsaddharmamrtamPitvasacametamaharddllikah/

muditastammⅢ血nnatvapuna[2]revamabh"ta"77

bhagavannatllasarvaifiabhavatahamsudarunat/

pfetalokatsamuddhrtyamokgamarge*'blliromtall"78

tadbhavatlqpay豆甑stardharmmad"irmayapyate/[3]

bhavodadllillsamuttmaaryamargaScalabhyate"79

ittllambllavanjagacchastahk卯ad鱒mahtkaraih/

bhavodadhellsamuddilrtyamamtrammsarvadarhati"80

itisam[4]匝圃rtllanamkrtvasacatamSrIghanammunm/

natvapradakSmqtvajagam加川ditodivam"81

tatrasasvalayapraptansuprasannapramoditah/

txiratnasmaranamlq[5]tvasadacaratsamamtah"82

athatebhiksavallsarvedrstvatadavabhasitam/

vismtastammunimpmtahpapracchurevamanatah"83

bhagavannatrar加川kobllavadanti[6]kaagatah/

tadadiSyabllavanasmanprabodhayimmarhati"84

ititairbllikSubhmsarvamprarthitesamunISvarah/

tansarvansanghik剛bhik§md"vai[7]vamsamnupadiSat"85

bhikSavoyo'bllavatpretomamantikeprasaditah/

kalamkrtvasampretamaharddhikobhavatyapi"86

so'yam[ratr]avih諏説odars肌耐ham[8]mamantike/

tasyadharmartllinahsadhollsaddharmodeSitomaya"87

tatsaddharmamrtamPrtvamamantikatsabodmtah/

d"asatyallprasannama[241bl]mu曲gacchatsuralayam"88

yo'saugregllmnallabhoga恥圃sanemeprasannadhm/

pravrajyasamvaramdllrtvabrainnacaryammudacarat"89

sa*lobhIlablla*matsaryaddra[2]vyasamcayatatparah/
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sa[mvi]肋agablliru"tmacacaraparimomtah"90

etatpapavipakenameto'pisvalayestllitall/

taddravyamsamcimmtyaktumnaSa§歌a[3]katllamcana"91

yanmesadar息肌amkrtvaprananamamasaditah/

etatpunyavipakenaUetamaharddhiko'bhavat"92

bmyahsasmrtimanpretamallarddhikomamantike/[4]

agatyaSraddhayadharmamSmtvabhmandito'bhavat"93

tatahsapariSuddhatmadMasatyahpramoditah/

triratnabhajanotsahamdhrtvagacchats肛訓ayam"94

[5]evammatvatrasamsaIematsarya[m]duntakaram/

tyaktvasambodllimargeSucaritavyamSubharthibllih"95

punyamnlamtusambuddhadarSana*sampras訓賊tam/

ma[6]tvakartavyamutsallamsambuddhadars剛esada〃96

sambuddhadar息加odbllntamp叩yamnakSmyatkvacit/

sarvasttvahitarthayabodllibramtadupyate"97

evam[7]vijfiayasamsaresarvasattvallitartilibhih/

sambuddhadars肌otsahamkartavyambodmpraptaye"98

yempaSyntisambuddhamnategacchantidmgatim/

krama[8]tparamitaljpmryasamnbuddhapadam印Ⅲyuh"99

ityadiSIammunmdrenaSrutvatesarvasalighikah/

satyamitipratijfiayaprabhy加加danprabodhi[242al]助〃100

itimegmnnakllyatamSmtammayatatllocyate/

§mtvarajamstvayapyevamparibodhyabhmandyann"101

prajﾖscapitathar可加bodhayitvaprayama[2]tah/

bodllimargepratiSIhapyapalayasvasadadar説〃102

evamtemaligalammtyamsarvatrapibhaveddhruvam/

kramadparamitahpnryasambodllipadama[3]pnuy鋤〃103

加tenalilatadistamSmtv豆sokahsabmpatih/

tatlletyabhyanumoditvamabhy加加datsaparSadan"104

sambuddhakllyatametamyatikathi[4]tamidamgreStllmoye'vadanam

"vantigravayantipramudimnanasahSraddhayasuprasannan/

tesarvebodmsattvahsakalagunadharansatyadhanna[5]nurakta

bhuktvasaukhyam*subhadramjmavaranilayesamprayantiSubhmg池〃105

"itiSre5111ino!vadanamsamaptam"31
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Apparatuscriticus

3asamprgrthite]coIT.:samprarthitamMs.

4d*c甜珈umodaya]exconi:capranumodayaMs.Cf.RAM,TAKAHATA(1954),p.293(XXV

4cd):tathahamtepravak5yamiSmtvacatramnmodaya".

6c*upasakaih]exconi:upasikaりMs.

9akadacinmahotsa価]corr.:kadacima[h]otsahIMs.

lladvatrimSalcorr.:dvatriSaMs.

17bHypermeter.

17b*karvalikalexcom(HAIni):kaxpalikaMs.Cf.BHSDs.v.karvatika.

20caryasatyam]corr.:aryasatyaMs.

27b*mam]exconi:samMs.

28c*savyenalexconi:sa+naMs.(amssingakSara)

34butsahr]m.c.fOruts颪肛

35c*prahnya]exconi:pra.nyaMs.

37bkimcana]sicMs.(notkamcana!)Astokimcana,cf.aparallelsentenceofthestanza35in
少

S33(Sre9伽me節mtavadana):tallabdhamsamcitamdravyamsasahabrahmacaribhilj/samvib-

hagamtunakimcidapyakarotkadacana"35.

37cbrahma]corr.:brahmaMs.

38asa*matsaryat]exconi(orread*sa-matsaryah?):samﾖtsaryaMs.

40atatallsa]coIT.:tataりSCMS､OrIead*tato'sauinsteadof剛ahsa？

40ayatirlu｡]metre!

42cgamm]colr.:gamMs.

55c*tasmanmam]exconi(HAHN):nnmamMs.

59cbhavatam］sicMs､Read*bhavantam？

61a*prarthitelexconi:prarthitamMs.Cf.iti…prarthite85binS31;iti…samprarthite3a,30a

and57ainS33.

62csamupasthitam]m.c.fOrsamupash伽n．

62dsadhannam]sicMs.Thiswordisstrange,butitseemtobenotthesamemeaningasthatof

saddharmamin64d・Probablysadharmammeans'rightly,properly,inproperfOrm'.

65ctIiratnamSaranam]corr.:triratnaSaraUamMs.

67dmaharddhitah]sicMs.Read*maharddhikah?OrmaharddhitaisawordofNewmHybrid

Sanskrit？

69asmrti］metre1Read*sm4ty鋤(fOrmetre)？

75b｡arcya*sasaiijalih]exconi:｡arcyasaiijalihMs.(Onesynableislacking;probably

haplogaphy.)
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77cmuditastam]corr.:muditahstamMs.

77dabhaSata]coIr.:abh"aiLMs.(metre!)

78d*'bh加hitah]excom:bhimoditahMs.

82dsadacarat]corr.:sadacaranMs.

83btadavabhasinn]Note:thiswordavabhasitaisaneuternoun(=avabhasana).CfRAM,

TAKAHATA(1954),p.74(V87):athatebhik9avahsarvedMvaivamavabh5sitam/samdigdhav-

ismtagcaivampaprachustammunISvaram".

90a*lobhrlabha*matsaryadlexcom:labhrlabhamatsaryaMs.

92ayanme]corr.:yanmaMs.

96b*samprasadhitam]exconi:samprasaditamMs.

101crajams]corr.:rajamMs.

104ctathetylcorr.:tathotyMs.

105a-dMetre:Sragdhara.

105d*subhadram]excom:sabhdramMs.CfRAM,TAKAHATA(1954),p.247(XIX20cd):

b加ktvakrtvasubhadramjinavaramlayesamprayantipramodam〃・

105doyantiSu-]metre!

第31章『長者のアヴアダーナ』SIe§伽no'vad珈aの和訳

w.20-105

その時、かの世尊は近坐する彼らすべてをご覧になり、聖諦を始めとする正法をお説

きになりました。［20](#5)('2）すると神々 を始めとするそれらすべての衆生は正法を飲

んで、開悟させられ、随喜し、歓喜しました。［21］

その時、かの長者もその説法を聞いて喜び、輪廻を栃裡うことを嫌悪して、浬藥の幸

せを切望しました。［22］するとその［長者］はただちに立ち上がり、合掌して前に進

み出て、牟尼の王の足を頂礼して、一心に次のような言葉でお願いしました。［23］

「世尊、庇護者、一切智よ、あなた様に私は帰依いたします。そこで、どうかあなた

様は白浄なる法に私は導き入れて下さい。［24］あなた様の正法の甘露を飲んで、私は

(12)丸括弧の中の#1,#2,#3,桝…というシャープ記号付きの数字は、SMRAMの内容

との細かな比較がしやすくすることを意図して私がつけたAv§のparagfaph番号であ
る。ここでは＃5から始まっている。シャープ記号付きの数字で示されるAv§のパラグ
ラフが、Sh眼AMの角形括弧の詩節番号の箇所と内容的に相当していることを示すため
につけたものであるが、もしAv§の相当箇所がSMRAMの複数の詩節にわたる場合に
は、その初めの詩節だけに記した。つまり一つのシャープ記号付きの数字が右横に付け
られたSMRAMの詩節番号の箇所から、次のシャープ記号付きの数字が出てくる、そ
の直前の詩節までの、その間のすべての数詩節（長い場合は数十詩節）にわたって、
Av§の相当箇所が切れ目なく続いていることを示す。
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いっそう渇きが増しました。それ故、正法の甘露の味を得ることを私は望みます。

[25］世界の師父よ、輪廻の中を迷い歩くことを私はもう望みません。今、浬藥の真の

幸福の味を得ることを欲します。［26］それゆえ、師よ、あなた様は憐れみにより、私

にこの善逝の教え（仏教）において戒律をお授けになり、［私を］護念くださいますよ

うに。［27]」

このように請われますと、お聞きになった世尊、かの牟尼の王（仏）は左手で彼の頭

を撫でて、次のようにお命じになりました。［28］

「来なさい、比丘よ。大きな幸をもつ者よ。信心により、あなたが望むなら、出家し

て、戒を持し、熱心に梵行を行じなさい。［29]」

師から「来なさい」と言われると、善良で聡明な彼は、剃髪し、清らかな精神をもつ

者として、鉢を手にもち、衣をまとった姿になりました。［30］

世尊は、かれが受けなければならない業の相続を観察し、彼に面前でさらに語りかけ

て、次のように教えました。[31]

「比丘よ、専心して熱心に梵行を行じなさい。放逸により、戒律ならざること・禁戒

を破ることをしてはいけません。【32]」

このような牟尼の王の教誠を聞いて、かの賢い行者は、心に浄信を起こし、「その通

りにいたします」と承諾しました。［33］

さて、賢者であるその僧は施物を乞い求めることに努力し、錫杖を取り、専心し

て［托鉢に］歩き回りました。［34](#6）その時、その僧はあらゆる人々によって、見

られると敬意をもって呼び招かれ、［人々の］信心のおかげで尊敬を受け、もてなされ

て、供養を受けました。［35］

あらゆる日用品(pariSkara)を得て、執着したその僧は、得た物品のすべてを貯め込

みました。［36］樫貧のせいで精神が濁り汚れた彼は少しもその物品／財物を修行仲間

の人々に分け与えることをしませんでした。［37］

樫貧によって日用品に執着した、愚かに惑った者は、自分だけで享受して、決して与

えませんでした。［38］このように心が樫貧に支配され、食欲な、悪い心性をもつ彼

は、施物を乞い求めながら、多くの物品を貯め込みました。［39］

その貧欲な行者は、死法をそなえ持つと、貯蔵した物品を億念しながら、死にまし

た。［40](#7）

まさにその時、彼は餓鬼になって、自分の［僧院の］房舎を訪れ、その物品を眺めな

がら立ち、外に出ませんでした。[41]

その後、かのすべての修行仲間たちは死んだ彼を見つけて、銅鍵を打ち鳴らし、墓場

にすぐさま運びました。［42](#8）彼の遺体を儀礼通りに供養して、浄化（葬儀）をし

てから、それらの比丘たちは僧院に行きました。［43］
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其処で、彼の房舎のドアを開け放ち、鉢と衣を見るため、それらすべての比丘たちは

中に入り、戦標しました。［44](#9）其処で鉢をもち、衣を纏った、おぞましい身体を

もつその餓鬼を見て、彼らすべては戦傑し、そこから逃れ出ました。［45］

その時、そのすべての比丘たちはすぐさま僧院に来て、そのすべての出来事を世尊に

申し上げました。［46](#10）

それをお聞きになって、世尊はかの餓鬼への燗れみから、また樫貧の報いを示すこと

により僧伽の人々を［業果に］戦標させるため、自らすぐさま起ち上がられ、すべての

僧伽の者を伴って、その場所に赴き、［あたりを］輝かせながらそこにお立ちになりま

した。[47-48](#11)

その時、吉祥の［輝きの］塊である方、かの牟尼の王をその餓鬼は見て、心に浄信を

起こして、拝礼し、差恥のあまり顔をそむけて立ちました。［49](#12）

かの世尊、牟尼の王はそのように立っている彼を見て、燗れみから、恩恵を施そう

と、次のように［彼の］前で語りました。［50](#13）

「尊者よ、あなたが執着しているこの鉢と衣は、自己破滅に導くものです。それらの

せいで、あなたは今ここで、餓鬼になっているのです。[51](#14)さあ、熱意をもっ

て、私に対して、心に浄信を起こしなさい。日用品への貧欲を捨てなさい。地獄に堕ち

ないようにしなさい。［52]」

牟尼の王がこのようにお教えになったのを聞いて、その餓鬼は起き上がり、衣を含む

すべての貯蔵した物品を僧伽に寄進しました。[53](#15)

それから彼は合掌してかの師の蓮華の御足を拝み、熱心さをもって自らが行ったすべ

ての罪過を次のように告示しました。［54］

「世尊よ、庇護者よ、一切智よ、あなた様は世界の自在主です、それゆえ罪をなした

愚かな私を燗れみをもってお救いください。［55］‘樫貧に支配された心で私が行った罪

のすべてを今ここで、あなた方の面前で告示いたします。［56］馬鹿で愚かな私がここ

に貯めた物品すべてを、僧伽の方々全員に今、寄進いたします。［57］それ故、あなた

様は憐偶をもって［私を］ご覧になり、私に恩恵を施しくださいますように、このすべ

てをお受け取りになり、僧伽の方々にお与えください。［58］今日より、いつも絶えず

樫貧の悪い考えを捨てて、あなた様に帰依し、一心にお仕えいたします。［59］私のこ

の懇願をお聞きになられ、教誠師・世界の尊師であるあなた様は、燗れみをもって恩恵

をお与えくださり、なにとぞお救いください。［60]」

彼がこのように懇願した時、同情心の蔵であるかの世尊は、そのすべての物品を受け

取って、僧伽の者たちにお与えになりました。［61］

するとかの世尊はうやうやしく仕えるその餓鬼をごらんになり、彼の名前により、如

法に(sadhannam)、施［の功徳の行き先］を指定しました。[62](#16)
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「この布施によって［生じた］福徳はこの餓鬼に追随せよ。この者はすぐさま、とて

も恐ろしい餓鬼界から出でよ。」［63］

僧伽の人々を伴われたかの覚者、如来はこのように指定してから、僧院において、

［四］衆に坐して、正法を説かれました。［64］

その時、牟尼の王が指定されたのを聞いて餓鬼は喜び、三宝に帰依して、一心に［奉

仕を］行じました。【65］

その後、死時に死法を持ったその餓鬼は、仏を億念しながら、死者として、閻魔の住

処に行きました。［66](#17）そして、三宝を憶念したことの福徳により、彼はヤクシヤ

や非天を凌駕する大神通の者として、大神通餓鬼（飛行餓鬼）［の世界］に生まれまし

た。［67］

その後、幸せであるその大神通餓鬼は考えました。「いかなる業により、私はどこか

ら死没して、どこに来たのだろうか。［68]」

すると彼は如来を念じた福徳の異熟の力により、そのように心で思念しただけで、過

去の出来事を見ました。［69］［事実を］悟らされたかの大神通餓鬼は驚嘆して、仏へ

の憶念をなして、喜んで次のように発語しました。［70］

「ああ、仏を億念したことの福徳のおかげで、餓鬼界から死没して、天界にも似た此

処（大神通餓鬼の世界）へ私が来れたとは、なんという仏陀の偉大さよ![71]私がこ

こで幸福を得ていること、それはかの仏の力のおかげだったのだ。それでは今、かの牟

尼の王（仏）にお会いするために行ってみよう。［72]」

そう言って、浄信の心をもつ彼は、沐浴し、浄らかな衣服を纏い、天の香を体に塗っ

て、あらゆる装身具で飾りました。［73](#18）礼拝供養のための天の供物を持って、

［彼はあたりを］輝かせながら、夜中にかのジェータ林の修行場にある僧院に赴きまし

た。［74］そこでかの吉祥の［輝きの］塊である方（仏）を見て、彼は合掌して敬意を

示し、頭を下げて、右邊してから、法を聞くために［仏の前に］進み出ました。［75］

世尊、かの牟尼の王は、近くに坐った彼をごらんになり、［四］聖諦を初めとする正

法を教示しました。［76](#19）

その正法の甘露を飲んで、かの大神通餓鬼は、歓喜してかの牟尼を拝礼してから、再

び次のように語りました。［77］

「世尊、庇護者、一切智よ、あなた様によって私はとても恐ろしい餓鬼界から引き上

げられ、解脱道に上げていただきました。［78］そして、師よ、あなた様のお慈悲のお

かげで、法眼を私は得ました。生存の海が乗り越えられ、聖道が得られました。［79］

このようにして、世界の教誠師よ、あなた様は慈悲の目の大きな手（光線）で、私を生

存の海から引き上げて、常にお救いくださいますように。」［80］
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このように懇願して、彼はかの吉祥の［輝きの］塊である方（仏）を拝礼し、右邊し

てから、歓喜して天界に去りました。［81］その時自分の住処に着き、浄信を抱き喜悦

した彼は、三宝を億念して、常に一心に行いをしました。［82］

さて、それらすべての比丘たちはその［大神通餓鬼の］光輝を見ました。驚いて、翌

朝かの牟尼を拝礼すると、次のように尋ねました。［83](#20）

「世尊、夜ここで誰があなたのもとに来られたのでしょうか。あなたはそれを教示さ

れて、私たちを覚知させてください。[84](#21)」

このようにそれらのすべての比丘たちに請われて、かの牟尼の王はそのすべての僧伽

の人々 、比丘たちを眺めて、次のように説きました。［85](#22）

「比丘たちよ、私に対して浄信を起こした餓鬼であった者が、命終して大神通餓鬼に

なりました。［86］その彼が夜中に此処に、私のもとに、会うために来ました。法を求

める、善良な彼のために私は正法を説きました。［87］その正法の甘露を私から飲ん

で、開悟させられた彼は、真理を観た者となり、浄信の心をもち、喜んで天界の住処に

戻りました。［88］

その彼は［かつて］大財産をもつ長者であり、私の教えに浄信の思いをもつ者とし

て、出家して禁戒を持して、喜んで梵行を行いました。［89］

彼は欲深さをもち、利得への樫貧から、物品の貯蔵に専念し、分配［の義務］に対し

て怒る気持ちをもち、［物欲に］惑った者として振舞いました。［90］

その罪の異熟により、餓鬼になっても自分の［元の］住まいに居て、その貯められた

物品をどうしても喜捨することが出来ませんでした。[91]

彼は私に会って、浄信を起こし、拝礼しました。その福徳の異熟により、大神通餓鬼

になったのです。［92］さらにその後［前世の］憶念をもつ大神通餓鬼は、私のもとに

やって来て、信仰心をもって法を聴聞して歓喜しました。［93］そして浄められた心の

彼は真理を観た者として、喜ばされて、三宝を供養することへの精励を持して、天界の

住処に去りました。【94］

以上のように思い、この輪廻において悪行の集積をもつ樫貧を捨てて、幸いを求める

者たちは、菩提への道において行をなすべきです。［95](#23）仏に出会うことによって

成就された善根を考えて、常に仏に出会うように努力すべきです。［96］仏に出会うこ

とから生じた福徳は、決して滅びません。すべての生き物を益するための、その菩提の

種子が蒔かれるのです。［97］

このように認識して、輪廻においてすべての衆生を益せんと願う者たちは、悟りを得

るため、仏に出会うように精励をなすべきです。［98］実に仏に出会う者たちは、悪趣

に行くことがありません。順々に波羅蜜を円満させて、仏の位を得るでしょう。［99]」

以上のように、牟尼の王による教示を聞いて、開悟させられたすべての僧伽の人々

は「これが真実である」と理解して、喜悦しました。［'00](#24）
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「このように私が先師(guru)から教示されましたのを、聞いたとおりにそのまま私

は申し上げました。王よ、あなたも聞いて同様に覚知させて、歓びを得られますよう

に。［101］王よ、努力して民衆もその様に開悟させて、菩提の道に安立させて、つね

に一心に守護して下さい。［102］そのようにして、あなたに吉祥（繁栄）が常に到る所

で、変わらずにあることでしょう。次第に波羅蜜を満たし、菩提の位を得るでしょう。

[103]」

以上のように、かの聖者が教示されたのを聞いて、かのアショーカ王は「そういたし

ます」と信受しつつ、集会の聴衆と共に喜悦しました。［104］

覚者によって説かれ、修行者［ウパグプタ］によって語られた、この『長者のアヴァ

ダーナ』を聴聞し、人に聞かせる、喜びの心をもつ者・信心により浄信をいだく者たち

であるところの、あらゆる徳性を持つ、真実の教えに愛着するすべての菩薩たちは、美

しい四肢をもち、すばらしい幸福を享受して、最高の勝者の住まい（浄土）に赴く。

I105l

以上、『長者のアヴァダーナ』終わる。31章。

第3節SMRAM第33章Sr曙伽pretrbh匝圃vadmgDの梵文と訳

本節ではSWAM第33章『餓鬼になった長者のアヴアダーナ』の校定テキストを示

し、その後に章の主要部分の和訳(vv.22-166)を示したい。この第33章はRama-

vadanatattva高畠出版本の第31章PI℃trbhntavadanaにあたる(pp.351-358)。

章名はSB服AMの章末のコロフォンには〃itiSreSthime肋加tavadanamsamaptam"33"

と記され、この第33章の名がSre5伽pre励加面vadanaであることがわかるが、高畠が報

告するRamavad加atattVa京大写本(Goshima・Noguchi87;=A')では、このSMRAM第

33章に相当する第31章のコロフオンは〃itis耐amavadanatatvepreirbhntavadanamsamap-

tanl〃と記され、章名はPre肋加圃vadanaとされる。ところが別のRamavadanatattvaのカ

トウマンドウ写本(NGMPPE1343/4;=D47/2)を見ると、245葉にその章のコロフオン

は〃itiSreS伽pretrbhntavadanamsamaptam"31〃と記され、第31章の章名は

SIe5thipretrbhntavadanaであり、SA服AMの章名と同じであることに気づく。カトウマン

ドウ写本は第31章のコロフォンの文章が、同じ作品である京大写本とは違っていること

になるが、SMRAMに合致する章名の方が古いはずであり、京大写本では写経生によっ

て章名がわざと短くされたものと思われる。Ramavad加a伽Ⅳaの第31章の正しい章名は

本来はPretIbh面樋vadanaではなく、SMRAMの章名と同じ名のSreS血pretrbhntavadanaで

あると見なすべきである。
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以下の校定梵文テキストとその後のApparatuscriticusに出てくる別.という略号は出

版本TAKAHATA(1954)を指す。高畠は、彼の出版本の第14章以降ではただ一本の写本、

R伽屈Vadnnatattvaの京大写本Goshima･Noguchi87(A')を忠実にローマ字転写すること

に力を注いでいる。高畠は基本的にその写本の忠実な写字生であろうとしているが、時

に写本の読みが誤りであることが明白である場合はその修正も試みている。その場合修

正する前の京大写本の元の読みを脚注で報告しているので、高畠が脚注に記したその京

大写本の元の読みを私はA'と表記して示す('3)。また私が用いたSWAMの写本

(NGMPPB101/3)の読みを、前節の梵文校定の場合と同様に、Ms.と表記する。私は今

回高畠本（別.）の新たな校定を試みるにあたり、高畠出版本とこのSm服AM写本と

R畑豆vadanatattvaカトウマンドウ写本NGWE1343/4(略号N)を用いた('4)。

またこの新しい校定テキストの各偶の番号は、高畠本に従うものではなく、私が付け

直したものである。高畠出版本の全テキストには各偶の後に必ず番号が付いているが、

これは高畠が自分で付けた番号ではなく、京大写本に記されていたものである。それ故

に偶の番号が間違ったり、偶の切り方がおかしいことがあるが、高畠は忠実にそれに

従っている。その番号は100を越えて101に達すると、番号がlに戻り、またlから100ま

で数えてゆく。番号が三桁になるのは100だけで、それ以外は一桁か二桁で数字が記さ

れる。そのため1も101も201や301も、同じ1という数字で表記されている。この偶番号

は京大写本の写経生が自分で付けたものと思われ、恐らく古写本に遡るほどの由緒のあ

るものでない。そのことは、SMRAM写本ではそもそも各偶に番号が付けられていない

ことから推測されるが、また別のR畑avadanatattvaの写本N(NGWPPE1343/4とD47/2)

では、各偶に番号が付けてあるものの、京大写本と数字の記入の誤りを共有せず、京大

本とは番号付けの仕方が独立していることからもわかる('5)。このように京大写本に付け

られている偶の番号は、新しい時代に写経生が個人的に付けたものであり、高畠本のよ

うにそれに忠実に従う必要はないように思われる。またその偶番号は途中に数の書き間

(13）私のApparamscriticusでは、高畠が自分で推測して京大写本の読みに修正を施し
ている場合、その修正後の高畠本の読みをEd.asTAKAHATA'scolljectureと表記した。

(14）世界唯一のSMRAM写本があればR測颪vad加atattvaの写本は無くてもあまり校定

に差し障りはないというのが今回の作業にあたっての私の判断である。高畠本(Ed.）
つまり京大写本の読みと、カトウマンドウ写本(N)のR畑豆vadanatattvaの読みが、
SMRAM写本(Ms.）の読みとは独立した古い写本伝承を伝えていることが確実と思え
る事例は無いように思う。Ramavad加atattva写本の読みの方がSMRAM写本よりも正
しい場合も無いではないが、それはSMRAMの写本の単純明白な書き誤りを後の時代の
写経生が自分の判断で推測して訂正していると思われる若干の箇所に限られる。

(15)このN写本は、京大写本A'のような数字の書き間違いによってその後の偶番号が全
部ずれてゆくというひどい現象は起こっていないが、245葉表の1行目でテキストの150
偶全部と151偶前半の6padaが欠落しており、そこから偶番号がずれてしまう。
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違いがあって、そこから全部数字がずれてしまっていて実際に不便であるので、この校

定テキストにおいては、新たに偶番号をつけ直すことにした。ただし、高畠本を参照す

る際には、たとえ間違っていてもその偶番号を利用せざるを得ないので、この校定テキ

ストにおいては、私が高畠本にある偶番号を直さざるを得ない紛らわしい箇所（第88偶

以降にその数字の食い違いが起こる）では、偶の正しい通し番号の後に、高畠本の偶番号

を（例えば【=Ed､88]のように）記すことにした。

〃

33SreSIhipretrbm樋vadana

Ed.(=TAKAHAThﾍ1954),pp.351-358;N(=NGMPPE1343/4)239a-245b;

Ms.(=SMRAM)246aS-252b8

[246a5]atha§okomahiPalahk"iijalihpurahsthitalJ/

upaguptamtamanamyamudaivampunarabraVrt"1

blladantaSrommicchamipunaranyatsubhaSitam/

tadyathagumnakhyatamtathadeStumcame!Illati"2

itisamprartllite呵繭sayatiSahprasannadhm/

tamagokammah証可amsamalokyaivamadiSat"3

9rnus甜加maharajayathamegurunoditam/

tthahamtepravakSyamiSmtv加mnodanamkuru"4

tadyatha肋agavanbuddha"akyasmhomunlSvamll/

sarvajiio!Illafijagacchastadharmarajastatllagatan"5

puraikasamayetatraSravastyabam･a§rame/

jetamunermahodyane[246b]villal巳mammandite"6

sawasttvahitarthenabodmcaryamprakaSaym/

saddhamlamsamupadiSyavijallarasasanghikah"7

tatratebhiksavo'rllanta恥醜g腿kagcailakaapi/

bodilisattvamallasattvallsarvasattvahitartllinah"8

bllikSuny血§uddha§萠息cavratmagcagu仙圃§ayah/

triratnasevak曲§raddhaupasakaupasikah"9

sarve'pismghikastatrasad曲mnamSrotumagatalj/

kramattam§塊hanamnatvakrtva随dha唾adakSinam"10

tatsabhayamkramenaivapuraskrtyasamantatall/

kmiijalipula"!vasamupatasthurada伽〃11

tadatatrasurendraScasaSakrajamaheSvarah/

sarve'pilokapalaScasasamyabalavahan曲〃12
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asurendrahsasamyaScayak9agandharvakmnarah/

rak9asagaru"nagahsiddhavidyadharadayah"13

evamanye|pilokaScabrallmanaScamaharSayah/

ytayoyogmaScapilrrthika§catapasvinan"14

r可珈血kSatriyaScapimparajakumarakah/

vaiSya§camantrinahSrestllaam町謝camah可肌苅〃15

senanyahsabalaScapigmastll"pamkajanah/

vanijansarthav汕話cadhaninalmilpmo'pica"16

anyejanapada§capigramyall*karvalikaapi/

evamanye'pilokascasaddhamlagunavanchinah"17

sarvetatrasamay説ad卿vatamSlighanammun加／

natvapradak"Ikrtyasamabhyarcyakramanmud3〃18

tatah[247a]sarve'pitenatvapuraskrtyasamantatah/

tatsaddharmamrtampammupatastlluljsamallitah"19

tadasabllagavandMvatansarvansam叩asthitan/

bodllicaryamsamarabhyadideSadhamlamuttamam"20

tatsaddhannamrtamPrtvasarvelokahprabodntan/

samnbodllisadhanotsallamlabdhvasammumudurbhrSam"21

tasIn加息casamayetatra*gravastyamyogmadhipah/

"hyomalladhanahSraddhahSmnaiicchITdopamankm"22

satadatatrasambuddham§地hanamtammuniSvaram/

dragiumjetaSraIneramyeviharesamupaca伽〃23

tatrasabhasanlasmlam息地hanamtammuniSvaram/

dMvasamudita"reSillIpranatvasamupacarat"24

ttrapradakSmmtvamanatvasafijalirmuda/

tatsaddhannamrtampatumpuratansamupasrayat"25

tamdMvasamupasmambhagav加samunISvarah/

matvatasya§ayamSuddhamaryasatyam叩adiSat"26

tadaryasatyamakamyasaSre51hIpratibodhitah/

samsaraviratastatrapravrajm叩samaicchata"27

tatrasasuprasannatmaSre5111Imudasamm伽tah/

saiijalistammunimnatvapravrajyamsamayacata"28

bhagavannathasarvajfiabhavatamSaranamvraje/

tatpravrajyavrtammahyamlqpayadammarhati"29

itisamprarthitetena"!vasabhagavanmunin/
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tasyaSayamviSuddllatvamsamalokyaivamadiSat"30

yadiSraddhastitevatsasaugataSasanevrate/

emcarasamadhayabralnnacaryamvrato伽mam"31

ityUktvasa[247b]jagacchastasavyallastenatacchiralJ/

samspMv豆兎sanebauddheSreSIllinamtamsamagrahrt"32

tatrapravrajitastenamumldrenasammJitah/

kllikkhiIIpatradhrgbllik5面rarajaciVaravrtah"33

tatahsabhiksⅢ豆majiiolobhIlokabmpajitall/

agmrtapariSkarolabdhadravyamsamacmot"34

tallabdhamsamcimmdmvyamsasahabrallmacaribhih/

sanlvi肋ﾖgammnakimcidapyakarotkad配伽a"35

tathasamatsarakrantallrdayoduritaSayall/

svayamevaprab加可珈血kimcinnaivadadaukvacit"36

tatansasamayekaladhannayuktorUjaturall/

taddravyasamcayamsmrtvamrtallpretalayamyay肌〃37

脚etrbllmo'pisasmrtvataddravyasamcayampunan/

svako汕訓ayaagatyatasthausvasanaaSmy肌〃38

tatastebhikSavahsarvetaikoSilletam*mrtamy飢加／

d""ganqimparahatyasamskartumvidh血5rcay肌〃39

tatonrtvabahirdeSesamskrtyavallninapitam/

tatan江atyagatahsarvetatko51hadvaramayayuh"40

tatastallayanadvaramvimucyapatraCIVaram/

pratyavek5itumalbdhastam画℃tamsamapaSyan(!)"41

tampretamvikrtampatradhrtamcIVaramavmm/

dMvatebhikSavahsarvesamudviglavicerire"42

tatastebhik5avahsarVebllagavatahpurogatah/

etatsarvapravrtt珈tampranatvasamnyaveday肌〃43

tacchrutvabhagavamstasyapretasyanugrahartha[248a]tah/

salokodvaj肌司rtllamcataddeSamsamupacarat""

tatrasaupletaarattambhagavantamupagtam/

dvammsallak5an誌耐vyaiijanapratimanqitam"45

satasUryadhikodbhasamvyamabllasamalamkrtam/

ratnangamivablladramSamdadarSas蛇hanammun伽〃46

tatrasapretaalokyalajjavibheditaSayah/

prarudansafijalirnatvatastllaupmsaditaSayan"47
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tatahsabhagavan"!vatampretamsamprasaditam/

brallmagamnblmanirghogavacasaparyabhaSta"48

blladramukhatvayaivaitadatmavadhayadmdhiya/

patracrVaramadhayacaritams剛Ⅳaramvrtlla〃49

yenapayasamutpannanpre肋加todmakrtill/

kimidanmlmditvatrasvakrtampariblmktav加"50

sadhvatrasamPratamcittamprasadayamamantike/

asmaccapipariSkardrvyaccittamviragaya"51

mahaivetahpunahkalamkrtvayasyasinairaye/

tatsamglleSaranamgacchatenatvamsadg飢加Wajem"52

ityadiSiammmmdrenaSmtvasapretautthitah/

sapatracIVaramdravyamsamghebhyommyatay誠〃53

tatahsamghanpranatvaivabllagavatpadayonpurah/

mpatyasvakrtampapamdideSasaiijalIrudm〃54

bhagavannatllasarvajiiayatpapamprakrtammaya/

matsaryakrantacittenamallammhenadmdhiya〃55

mtsarvamsampratamSastardarSayamibhavatp町血／

tatkSamasvaparadhammeprasidatubhavanguruh"56

itisamprarthitetenabhagav即sak卯mvitall/

tatpretamsud"1okyasa[248b]mapaSyaccirammuda〃57

tataScabhagavamstasyatadapayavmmktaye/

sadgatiPreranartllenadak"amevamadiSat"58

etadd珈訓dmyatp叩yamtatpunyamtvamavapnuyall/

utti9111akSiprametasmatpretalokatsudarun説〃59

ityadiSIaInmunmarenaSmtvaplEtahsamoditall/

tatlletipratinanditvanatvanumodito'bhavat"60

tatahsabhagavamstasyapremsyaSubhasadhanam/

saddharmamsamupadiSyasasalighahsvaSrayeyatM"61

tatllasametaakamyasaddharmamtaijmoditam/

triratnaSaranamkrtvabhejemtyammabodllitall"62

tatankalesamaghratahcapletojvaradallitan/

triratnasmaranamkrtvanmoyayauyamalayam"63

tatahpretansasatpunyaistmamasmaranodbllavam/

yamenapferitastasmatpretamallarddllikeyayau"64

tatrapisasamutpannovismtastammunISvaram/
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smrtvanityamsad3肋ejeSraddhayaSarauamgatah"65

tatahso'cmtayedevamkutahkutrallamagatall/

kenapunyanUbllavenamallatsaukllyamlabllenviti"66

iti*cintam*lqtetasyacittapunyanubhavatah/

triramasmaranatpunyaditimenesapunyabhak"67

tataScasauparijfiayatriratnamlajanotsukah/

sambuddhadar§伽amkartummanasaivamvyacm町飢〃68

ahomayasukhamlabdhamtatsambud曲aprasadatan/

tadidanimmunmdramtamdrastumarhamisarvathｮ〃69

ityevammanasadhyatvaso'pi皿℃tamallarddllikan/[249a]

SnatVヨsuddhambarodivyaramalamkarabhnSi膨血〃70

paiicagandhaviliptmgallpariSuddhaSayahSucih/

p可即甜copah耐mdhrtvajetaSrame!sar誠〃71

tatrajetaSramebhabhiravabhasyasamantatah/

vihal℃snghanamdraSmmmuditahsamudacarat"72

tairatams塊hanamdrstv珈剛ditahsakrtafijalih/

､弧vapradakgipikrtvapuratallsamupacarat"73

tatastamsugatamnatllamsamnabhyarcyapramoditah/

､弧vasasaiijalirdharmamgrommekantaasrayat"74

taiansabllagavamstasya""ci伽mviSodllitam/

bodhicaryamsamarabhyasaddharmamevamadiSat"75

Smusadho'trasamsaresukhaduhkharthakaranam/

vakSyamyetatparijfiayasamadhayaSubhecara"76

yahpumanatrasamsaresats剛肋yamsarvadecchati/

sa湖肌§rad曲ayabllaktyatriramaSaranamgatah"77

sarVasattvahitartllenad珈amdadyadyatllepsitam/

etatpunyavipakam*sasambo曲剛parinamayet"78

ittllamlqtampradanamyattadvipakemahatphalam/

kramadv!ddmtaramyayannakSmuyatkadacana"79

etatpunyapamatmacakravartrn卯弧mp血／

§astadharmadhiporajabodmsattvalnsudhnbhavet"80

tadapisamah副圃圃sarvasattvallitecchaya/

triramabhajmamlqtvadadyaddanamyatilepsitam"81

etatpunyavipakenasaviSuddhaSayallsudhm/

suSIlallsamvaramdhrtvatriramamsarvadabllajet"82
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eta[249b]tpunyavipakenasabhavettridasadhipah/

tatrapiSraddhaya血yamtriramamsarvadabllaj伽〃83

sarvasattvallitarthenaSi1aparamtacaran/

伽p叩yambodllisampraptyaimanasaparinamayet"84

etatpunyavipakenasasuyamadhipobhavet/

tatrapiSmddhayanityammmmabllajanodyatall"85

sarvasattvallitartllenak5mtiparamitacaran/

sambodllipadalabhayatatpunyamparinamayet"86

etatpunyavipakenasabllavettu5itadhipah/

tairapiSmddhaya血yamtriramaSaranamgatah"87

sarvasattvahitarthenaVmyaparantodyatalJ/

sambodllipadasammptyaitatp叩yamparinamayet"88

etatpunyavipakamsaninnanaratiyobhavet/

tatrapiSraddhayanityamtriramabhajmodyatah"89

sarvasattvallitarthenadhyanaparamitaratah/

sambodhijfianasampraptyaitatp叩yamparinamayet"90

etatpunyavipakamsavaSavartrSvarobhavet/

tatrapiSmddhayanityamtriramabhaj伽圃ratah"91

sarvasattvallitarthenapajfi即3ramitZratah/

伽punyambodhisampraptyaimanasaparinamayet"92

etatpunyavipakenasabrallmadmpatirbhavet/

tatrapiSaddilayanityamtriramﾖraganodyataM93

sarvasattvallitartllayas伽mpayavidhanadhrk/

伽punyambodllisampraptyaicetasaparinamayet"94

etatpunyavipakenamallabrahm制mobhavet/

taira[250a]piSmddhayanityamtriram諏訓hanodyatah"95

sarvasattvamtarthayapranidhanasamallitah/

t狐punyambodllisampraptyaisarvathaParinamayet"96

etatp叩yavipakenasamahe§副hipobhavet/

tatrapiSraddhayanityamtriramabllajModyatah"97

sarvasattvallitarthenabalaparamitodyatan/

tatpunyambodllisampraptyai*pradhyayaparinamayet"98

etatpunyavipakenabodmsttvadhipobllavet/

tatrapiSraddhayanityamtriratnasamprasaditah"99

sarvasattvallitartllasyajmnaparamitaratah/
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tatpunyairbodhisammaptodilannarajojmobllavet"100 [=Ed.93]

tatahsasugatall§astajaga皿甜lovmayakah/

sarvajiio!rhanmallabllijiiastatllagatomunISvarah"101 [=Ed､94]

tatomaraganaiijitvabodllicaryamprak圃息ayan/

sarvasattvaiicmbhestllaPyanirvrtahsaugatimvrajet"102 [=Ed.95]

evammatvatrasamsareyaicchatiSivamgatm/

saevamSraddhayamtyamtriramabllajanodyatah"103 [=Ed.96]

sarvasattvallitarthenakaromdanamadarat/

tatankramatsatatpunyaihsarvahparamitaapi"104 [=Ed､97]

paripmyamallabllijiiaPraptobodllimavapnuyat/

itimatvaSubhenityamcaritavyamSubhartllibllih"105 I=Ed.98]

§ubhenasadgatimyayatpapenadurgamvrajet/

papastujayatelobhatmatsarya*malinasayat"106 [=Ed.99]

papakansukheccho!pinakimcitsukham印Ⅲy説／

sarvadadumlatirdu"odurgatinirayaSrayalJ/

saddharmanmdakommhan[250b]papakamlaratobhavet"107[=Ed.100]

tasmatmatsaryamutsXjyasarvasattvallitartllabllrt/

sambodhipranidilimkrtvacaren血yamsusamvare"108

etatpunyavipakenasamsarasukhabhaksada/

triratnabllajanotsahlbodllicaryaratobhavet"109

tatanparamitahsarvahparipnryayathakramam/

§ivambodllimsamasadyasamnbuddhapadam印Ⅲy副〃110

evamtvamvaparijfiayatriramaSaranamgatalj/

bodmcittamsamadhayacaramtyamsusamvarme"111

tatllatesarvadablladrambhavennityamsamantatall/

kramadbodllimsamasadyasambuddhapadamapnuyah"112

ityadi"ammunmdrenaSmtvasaparibodhitah/

tathetillipratiSrutva匝abhy肌加datprasaditah"113

tatansatamjagannatllampranatvasafijalirmuda/

tridhapradakSinnqtvapranatv3svalaye!carat"114

tatrapraptaljpfasalmatmaso!pipretamallarddhikan/

triratnamSaranamkrtvapracaratsarvada*Subhe"115

tadratraUtatprabham""bhik;avovismayanvitall/

sarveteprataru肋豆yanaWapJcchanmuniSvaram"116

bhagavannatllasarvajiiako'dyaratravillagatah/
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eiadvrttamsamakhyayasaⅣ加nahparibodhaya"117

ititairblliksubllil叩騨lebhagavansamuniSVarah/

tansarvansmgllikandrStvabodllayimm叩adiSat"118

§mutabhikSavahsarveyo'dyaratravihagatam/

etatsa[251a]wapravrttantampravakSyamisuvistaram"119

yo's肌§肥SIhimallaSraddhahsaugategasanemuda/

§raddhayapmvrajitvatrabrllmacaryammudacarat"120

mavrajitahsamatsaryaparibhmod肛話ayah/

labdhdravyamnakasmaiciddadaukimcitkadacma"121

kevalamsamcayamkrtvakoSlllagarenidhayatat/

g叩tmtvaprayatnenavyabllajannaivakimcana"122

tatahkalesamaghratedhyatvataddravyasamcayam/

mrtaljpfetalayotpamampreto!bhavadbhayanakall"123

taddravyasamcayamsmrtvamatsaryakum耐ayan/

pmaljpratyagatastatrasvalayesanyaSIdata"124

tatratanlsanls伽tammetamd騨鯛hams剛Ⅲpacaran/

aryadhannam叩訓iSyaprabodhayamPrasaday肌〃125

tatamsasupfasannatmasasamghasyamamﾖmike/

sapatraCiVaramsarvamtaddravyamnirayatay誠〃126

etatpunyanubhavenatriramagaranamgatah/

kaletatanparicyutvapretamaharddlliko'bhavat"127

tatrasasu"asannatmasmrtvaratnatrayammuda/

matsaddharmamrtampatimlillaratrausamagatah"128

sasaddllarmamrtamPrtvamam加tikepmsaditah/

sambodmsadllanotsallImUditahsvalaye'carat"129

so'yamSre5血nacanyomratravihasamagatalJ/

yatsamrto'bhavat*preto*matsaryaduritaSray説〃130

tasIn則matsaryamuddl'rtyat測加mSubhavanchinah/

matsaryamllimlokeSupapammnlammgadyate"131

evammatvatrasamsareduhkhakaramsukhanlakam/
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ye5amnajayatecittematsaryamdu9krtakaram/

taevasukhinoVmjaymallmegagllatak曲〃135

yavannajIyatecittematsaryamduritaSrayam/

tavatkimtesuvrravaksanatkles加ucgrinah"136
● ●● ●●

yecakleSavaSaViranatedhmvicakganall/

kSanatkimcmnimitte'sticareyUrvikrtﾖ§ay池〃137

tatastekleSasantaptammharagagnidahi恒心／

duS"krodhagnisandagdhahsampaSyeyurnakimcana"138

tataste!ndhaivalOkecareyurnacasatpatlle/

kumargaevasamraktalJpracareyuhpramadit池〃139

tatodurjanasamsaktamaracaryanucarinah/

asanmitropadeSenapracareyurm騨刎血血〃140

ttahsaddharmanindanikrtvadanadisamvare/
● ●

vighnamkartumsamudyogamkuryurnityamsamahi鋤〃141

tatastepapmodu"unmattaiva*tapmah/

svayamna9鋤par加§capinaSayeyullpravaiicak曲〃142

tatastekleSasan即樋Inall印印加Ⅲagmall/

sughoranyapipapanikmyⅢ山sankitaSay池〃143

tatobhak5amaPICchntamblluktvagamye､pisamratah/

vipamasamacaraljpracareyurvirodhitah"144

ttastepatakaliahamahadullkhabmghatitall/

tiVra[252a]tived肌aghr圃圃mrtayayuryamalayam"145

tatrayamomaharajadrS!va剛nduritaSayam/

sahasakamla§asibhyansamarpyasampracodayet"146

tatratairyamadntaistangmrtvasallasabalat/

yathakannanusarenasasayeymyathavidllim"147

tatratedaivabhogyanibmhvabhoktumsamantatah/

coditayamadntaiScabhrameyurnarakeSvapi"148

tatratedaivabhogyanib伽ktvatitiVraduhl<hitah/

asallyavedanakrantam"e卯卑prakheditah"149

evamtedaivabhogyanibhuktvatatllaciramsada/

narakannarakegatvaduhkllanyevaSnuyur*bhave"150

yadatedaivayogantetiVratived肌曲atah/

triratnasamsmrtimkrtvapranameyulJsam則atah"151

tadatansugata""lqpayasampracoditall/
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d¥kprabhabllinsamuddhrtyapleSayeyuhsmalaye"152

tatratesukhasampannallsmrtvaramatrayammuda/

sarvadasaranamkrtvapracareyunsamallitah"153

tatl'aitatp叩yapakenasambuddhaSasanegam/

§raddhayasatkrtimkrtva勉uyurdharmamadar説〃154

tatsaddharmamrtasvadamlab曲vateparimoditah/

bodhicittamsamasadyaprakuryurdanamadarat"155

tatastatpunyapakenasu制alJsamvarodyatah/

sarvasattvahitamkrtvasadhayeyuljSubhamgatim"156

tatovrryabalenaivajiWakleSagananripm/

tatastev伽alatmanodhyatvayogasamallim/

prajiiabdmparama[252b]sadyaji加aratnamavapnu卯迩〃157

tatomaraganaiijitvapariSuddhatrimamalall/

samyak5ambodh血asadyasambuddhapadam印Ⅲyun"158

evammatvatrasaInsarematsaryammnlamenasam/

bodhicittasmocchittvacaritavyamSubhesada〃159

tatovomaligalamnityambhavedbllavesamantatah/

l<ramadbodhmsamasadyasambuddhapadamapsyatha"160

ityadiSIammunindrenaSrutvatesanghikamuda/

sarve'pipratibuddllitvaprabhy加川danpmsadim"161

itimegⅢⅢ頭diWamSrutammayatathocyate/

evamtvammpamatsaryamtyaktvacaraSUbhesad豆〃162

praja§capitvayarajanbodhayitvaprayamatah/

bodllicaryaSayankrtvaprati軌即y鋤§ubhesadﾖ〃163

evamtesarvadabhadrambhavedbhavesamantatah/

kramadbodmmsamasadyasambuddhapadamapnuy魂〃164

ititenarllatadistamSmtva§okahsabhnpatm/

tathetiprativijfiapyaprabhyanandatsaparSadall"165

pre肋加圃vadanamdu血ahrtamatainSreSIhinolobllinoye
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Apparatuscriticus

2ctadyalila]corr.:tadyathaEd.

6cjetamnuner]Ms.N:jetavaneEd・Ihnkjetamunerislectiodifficilior.

11atatsabhayam]crr.:tatsabhayamEd.

llcpu"]Ms.:p叫oEd.N.

12bsaSakrajamahe｡]Ms.:saSakrqjamahe｡Ed.N.HereWisaepithetofViWuorBrahma.

12dvahan"]Ms.N:vahanahEd.

13aasurendr鋤】団.N:asundr"Ms.(onesyllableislacking)

14dtapasvmahIMs.:tapaSvinahEd.N.

15bn卯豆]Ms.:nJpoEd.N.

16acapi]Ed.N:caMs.(onesyllableislacking)

17b*karvaiikalexcom(cf.BHSD,s､v.karvalika):karpalikaEd.Ms､N.

19ctatsaddharma。]corr.:tatsaddhanna。Ed.

22abtatra*Sravastyamyo]excom:ta伽§ravastyeyoMs.N:tatragravastyeyoEd.Cf.parallel

phrasesofRMA:tas皿mScasamayetatraSravastyamsanmahajanah/(Ed.,p.3,I23)andtas-

皿mScasamayetatraSraVasty屈叩yevanigjanah/(Ed.,p.20,H13).

27atadaryasatyam]coIr.:tadaryasatyamEd.

29cWavrajyavratam]Ms.:mavrajyamvratamEd.N.

30ctasyaSayaviguddhatvam]crr.:tasyagayamviSuddhtvamEd.Ms.N.

32btacchirall]coIr.:tacchirahEd.

33cbhik"]Ms.:bhiksuEd.N.

34blobhIIMs.:lZbhrEd.N.

34copariSkaro]Ms.:｡pari9karaEd.N.

35atallab曲am]coIr.:tallabdhamEd.

35bsahabrahmacaribhiP]coIr.:sahabrainnacaribhihEd.Ireadsahabrainnacarinascompound.

Cf.similarwords,sabrahmacglinandsahacalin.

35cmna]Ms.:gurohEd.:guroN.

35dkimcid]sicMs.(notkamcid!)Astokimcit,cf・肋ncanain37bofS31.

37byukto]Ms.:yuktaA'('6)N:yuktoEd.(asTAKAHAThﾍ'sconjecmre)

37ctaddravya]corr.:taddravyaEd.

38btaddravya]corr.:taddravyaEd.

(16)A'meanstheRamavadanatattvamanuscriptofKyotoUniversity(Goshima･Noguchi87)
usedbyKangaHAKAHATAmhisedition(Ed.).
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39b*mrtamyatim]excom:mrtamkamyatimMs.:mrtakamyatimEd.N(metre!)

39dvidhinarcayan]Ms.N:vidhicarcayanEd.

40bvalnnapitamlcorr.:vahnin"tamEd.

40dtatkoWha]colr.:mtkoSIhaEd.

41atallayana]coIT.:tallayanaEd.

41dsamapaSyan]sicMs.(onesyllableislacking!):samapaSyataEd.N.

42bpatrdhrtam]Ms.N:patramdhrtamEd.

42cbhikSavahsarve]Ed.N:bhikSavassarveMs.

43abhikSavahsarve]Ed.N:bhikSavassarveMs.

43dsamnyavedayan]MsN:samnyavedayatEd.

44abhagavams]Ms.N:bhagvamsEd.

44dtaddeSamlcorr.:taddeSamEd.

46bvyama]Ms.Ed.(asTAKAHATA'sconjecmre):vyomaA'N.

52dvrajeh]Ms.:v呵eEd.N.

53csapatraCrVaram]colr.:sapatraCiVaramEd.

54bpadayohpuraC]Ms.:padayopuleFd.N.

54dsafijalrrudan]Ms.(postcoIr.):saiijalirrudanMs.(ancorr.):safijalirmudaEd.:samjalir
mudanN.

57ctatpIetam]crr.:tatUetamEd.

58btadapaya]Ms.:1adupayaEd.N.

62btaijinoditam]coIr.:tajjmoditamEd.

64dyayau]Ms.N:yayauEd・

65asamutpanno]N:samutpannaMs.:samutpanneEd.

66aso'cintayed]sicEd.Ms.N(withoutavagraha:socintayed)[Note.acintayet=acintayat,m.c.

AccordingtoTAKAHATA(p.xix),themperfectendmg-atmaybereplacedbytheoptativeending

-et,whenthemetrerequiresalongvowel.]

67a*cinnn*krte]exconi:cintahrte(orcmtahate)Ms.:cintahateEd.N.

69cid珈加]Ms.:idanimEd.N.

70csnatva]Ms.N:snatvaEd.

71aviliptangaし]Ms.:viliptmgamEd.:viliptamgamN.

73cpradakmmtva]Ms.N:pradakSimqtyaEd.

78cvipakam*sa]exconi:vipakamEd・Ms.N(Onesyllableislacking.)

78dsambodhaupaxi｡]Ms.:sambodhaumeparioEd.N.

79ckramadWddhitaram]Ed.N(orkramadrddhitaram?N):kramaddhLddm伽ramMs.

80aetatp叩ya]coIr.:etatp叩yaEd.
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80bn卯圃dhipaり]Ms.N:naradhipaりEd.

82csuSrlall]Ms.:suSrlaEd.N.

82dbhajet]Ms.:bhajatA'N:bhajanEd.(asTAKAHATA'sconjecmre).

84bSnaparamitacaran]corr.:SilaparamitacaranEd.

89bratiyo]sicEd.Ms.N.ItismetricausafOrratiyo.

91dbhajanaratai]Ms.:bhajanoratahEd.N.

95dmramaradhano｡]Ms.(=Ed・asTAKAHATA'sconjecmre):triratnoradhano｡A'N.

98d*pra曲yayalexcom(or*pra曲y則e?):pradhya[ga]Ms.:pra曲yanamEd.:pradhyanaN.

105amahabMji即即tolcorr.:mah肋町崩praptoEd.

106ayayat]Ms.N:y訂aEd.

106bdurga血1]Ms.N:durgatimEd.

106cjayate]Ms.Ed.(asTAKAHATA'sconjecture):jayateA'N.

106d*malinaSayatlexcom:malinagrayatEd.Ms.N.

107apapakarr]Ms.:vopak翫豆mEd.N.

107emndhah]corr.:m面dhoEd.Ms.N.

107fbhavet"]Ms.:bhavet"7"N:bhavet/Ed.ThedoubledamaofMs.andNsuggeststhat

hsSlokaconsistsof6padas.

115dpracarat]Ms.N:pracaranEd.

115dsarvada*gubhe]exconi:sarvadam"<<muda>>Ms.(mudaadd.marg.):sarvadamuda

Ed.N.Itseemstobettertoread*Subhe(or*Subham)msteadofmuda(asadditionfOr21ost

ak5arasbythescribeonthemarginofMs.)onthebasisofparallelsentencesofRMA,triramam

§araQamkrtvaPracaratsarvad屈§Ubham"(Ed.,p.319,XXVH25)andsarvasatvahitamkrtva

pracaratsarvad量subhe"(Ed.,p.394,XXVH61).

116atadratrau]coIr.:tadratrauEd.

117bratravih豆。]Ms.N:r町珈vihaoEd.

119cetatsarvapravrttantam]Ms.:etatsarvampraWtt珈剛nEd.N.

120dmudacarat]Ms.N:mudacaranEd.

123btaddravya]colr.:taddravyaEd.

123dpreto!bhavad]Ms.(withoutavagaha:pretobhavad):pretodbhavadEd.N.

124ataddravyalcorr.:taddravyaEd.

124dsanya5idta]Ms.N:samnyaSidataEd.

126csapatra]coIT.:sapatraEd.

130aso,yam]Ms.N(withoutavagraha:soyam):yo'yamEd.

130cd*preto*matsaryalexconi:pretastanmatsaryaMs.N(padadishypenneter!):pretasmat-

saryaEd.
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131atasman]Ms.N:tasmatEd.

131dpapammmam]Ms.:papammlamEd.N.

132csumahadduSiam]Ms.N:sumaduSlamEd.

133ctaeva]corr.:teevaEd.Ms.N.

134dV面ﾖ]Ms.N:viraEd.

135bmatsaryamdu迦圃｡]colT.:matsaryamduMt且。Ms.N:matsaryanduhkrt豆。Ed.

135ctaeva]corr.:teevaEd・Ms.N.

135cvIra]Ms.N:virgEd.

136bdm画srayam]Ms.N:dmtaSayamEd.

137cmmitte'sti]Ms.(withoutavgraha:mmitte[sti]):nimittetiEd.N.

140asamsakta]Ms.N:samraktaEd.

141bd加adisamvare]Ms.(cf.BHSDs.v・samvara):d剛adisamcareEd.N.

142b*tapinah]exconi:[paplinap(or[tap]inahor[maylinall?)Ms.:tayinaりEd.:tapinallN

142dnaSayeyuh]Ms.Ed.(asTAKAHATA'sconjecmre)N:naSayedujA'.

143bmahapapanu｡]Ms.:mahopayanu･別.N.

143csughor"yapip印加i]Ms.N:sughoranipap即i別．

143dkuryurn雌am画｡]Ms.:kuryatti"amki｡Ed.:kuryanilXamki｡N.

146dsampracodayet]Ms.:sammacodayanEd.N.

147ayamadntais]Ms.:yamad面面sEd.N.

147cyathakarm3。]corr.:yathakamla。Ed.

149dprakheditZh]N:prakhelitahMs.Ed.

150devaSnuyur*bhave]excom:evaSnuyurbhavaMs.:ev恩§nuyuvabhaEd.

152asugatalMs.:sugat珈別.N.

155atatsaddharma｡lcorr.:tatsaddhamlaoEd.N.

155dUakmyur]coIr.:pfakuryuEd.Ms.N.

156bsamvarodyatah]Ms.Ed.(asTAKAHATA'sconjecmre):samvarodyatahA'N.

156dgam]Ms.:carimEd.N.

157fav豆muyuh"]sicMs.(doubledaUja!).ThisdoubledanjameansthatthisSlokaconsistsof

6padas・FromherethenumberingofSlokasmTAKAHATA'seditionshouldbechanged.

158bpariSuddharima｡]Ms.N:pariSuddhastrima｡A':pariSuddhastrima｡Ed.(TAKAHATA's

conjecmre)

161dprabhyanandan]Ms.Ed.(asTAKAHATAisconjecture)N:prabhyanandatA'.

165dsaparSadamMs.N:sapargaddahEd.

166a-dMetre:Sragdhara.

166bSravayanti]Ms.N:SravayantiEd・
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第33章『餓鬼になった長者のアヴァダーナ』SreSIhipIe箇肋面樋vad5naの和訳

［＝高畠本第31章『餓鬼になった者のアヴァダーナ』PI℃励加伽adana]

w､22-166

その時そのシュラーヴァスティー（舎衛城）には一人の長者がおり、クベーラ神のよ

うに富裕で、大財あり、栄華あり、信心をもつ、賢い人でした。［22](#2）

その時、正覚者、吉祥の［輝きの］塊である方、牟尼の王に会わんがため、彼はかの

美しいジェータ修行林の僧院に赴きました。［23](#3）

集会場に坐る吉祥の［輝きの］塊である方、かの牟尼の王を見て、喜悦したかの長者

は、拝礼して、近づきました。［24](桝）そこで右邊し拝礼してから、喜び合掌した彼

は、その正法の甘露を飲むために、［仏の］面前に進み出ました。［25］

かの世尊・牟尼の王は、近くに坐った彼を見て、彼の心が清らかであることを思い、

聖諦を教示しました。［26](#5）

その聖諦を聞いて、悟らされたかの長者は、輪廻を厭い、そこで出家することを欲し

ました。［27］その時、浄信の心を懐いたかの長者は勇んで起ち上がり、合掌してかの

牟尼を拝礼してから、出家することを願い出ました。［28］

「世尊、庇護者、一切智よ、あなたに帰依いたします。そこで、慈悲により、出家戒

を私にお授けください。［29]」

このように彼が懇願すると、かの世尊・牟尼は見つめ、彼の心性が浄らかであること

を観察して、教示しました。［30］

「もしあなたに信心があるなら、いとしい子よ、来なさい。善逝の教え・律儀におい

て、梵行を行じなさい、最高の制戒を受持して。［31]」

こうおつしやり、世界の師は、左手で彼の頭を撫でて、仏の教えにその長者を受け入

れました。［32］かの牟尼の王によって出家した彼は剃髪し、錫杖と鉢を持ち、衣を

纏って、比丘として輝きました。［33］

その後、自己を知る者であるその比丘は、世間から供養されましたが、貧欲さをも

ち、日用品(pari5kara)に執着して、得た物品を貯め込みました。[341(#6)

その、得ては貯め込んだ物品を、他の修行仲間（梵行者）にわずかの分配すら決して

しませんでした。［35］

そのように心が‘樫貧に支配された彼は、悪い心性をもち、自分だけで［物品を］享受

しつつ、少しも他所に与えることはしませんでした。［36］

その後ある時、死法を持った彼は、［重い］病気をやみ、かの物品の貯蔵を億念しな

がら死んで、餓鬼界に行きました。［37](#7）
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－－－－

餓鬼になっても、彼はかの物品の貯蔵を再び思い出し、自分の倉庫にやって来て、自

分の坐所に落ち着いて、［そこに］居ました。［38］

その後、かのすべての比丘たちはかの倉庫で死んだその行者［の死体］を発見し、銅

鍵を打ち鳴らし、浄化（葬儀）をするために、儀軌の通りに供養しました。［39](#8）

それから、すべての人は［遺体を僧院の］外の場所に運び出して、火によっても彼を

浄化し（火葬して）、それから戻ってきて、彼の倉庫のドアへ来ました。［40］

そして彼の房舎(layana)のドアを開き、鉢と衣を調べ始めた人々は、かの餓鬼を見

ましたb[41](#9)鉢をもち、衣を纏い、異様な姿に変わり果てた餓鬼としての彼を見

て、それらすべての比丘たちは戦懐して、逃げ去りました。［42］

そしてそのすべての比丘たちは世尊の面前に行き、拝礼してから、このすべての出来

事を申し上げました。［43](#10）

それをお聞きになって、世尊はその餓鬼に恩恵を与えるために、世の人々を［業果

に］戦懐させるために、その場所に赴かれました。［44](#11）

その時、かの餓鬼は遠くから、［身を］三十二相八十種好に飾られた世尊がやって来

られるのを見ました。［45](#12）

百の太陽を凌駕する輝きである、一尋の常光に飾られた、宝石で出来た体のような美

しい身体をもつ、吉祥の［輝きの］塊である方、牟尼を見ました。［46］

その時、かの餓鬼は［仏を］見て、差恥心にうち砕かれた心で、突泣しつつ、心に浄

信を起こし、合掌して拝礼しながら、立ちました。［47］

するとかの世尊はその餓鬼が［心に］浄信を起こしたのを見て、梵天の［如き］深い

音声をもった言葉で、語りました。［48](#13）

「尊者よ、無思慮なあなたは、自己破滅のために鉢と衣を所有して、制戒を空しく行

じたのです。[49](#14)その［行い］によって悪趣に生じて、醜い姿をした餓鬼になっ

たのです。なぜ、今突泣しつつ、ここで自らの過去の行為を味わっているのですか。

[50］さあここで今、私に対して、心に浄信を起こしなさい。これら日用品から心を無

欲にしなさい。［51］ここから再び死んで、地獄に行かないようにしなさい。そのため

僧伽に帰依しなさい。そうすればあなたは善趣に行くでしょう。［52]」

このように仏陀によってなされた教示を聞いて、その餓鬼は起き上がり、鉢と衣を含

む物品をサンガに寄進しました。［53](#15）

それから僧伽の人々を拝礼し、世尊の御足の前に脆いてから、合掌して、泣きながら

自らが行った罪を告示しました。［54］

「世尊、庇護者、一切智よ、樫貧に支配された心をもつ、大変な愚か者の、思慮の無

い私によって行われた罪、そのすべてを今、師よ、世尊の前で告示いたします。それ

故、私の罪をご堪忍ください。あなた様、師がどうか恩恵を施しくださいますように。

[55-56］
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このように彼が懇願すると、燗れみをそなえたかの世尊は、その餓鬼を美しい目で見

られ、喜びをもって長い間みつめられました。［57］

そして世尊は、彼をその悪趣から解き放つため、善趣に行かせるために、次のように

施［の功徳の行き先］を指定しました。[58](#16)

「この布施によって［生じた］功徳は、あなたが得た功徳となれ。すぐさま、このと

ても恐ろしい餓鬼界から出でよ。［59]」

このように仏陀が指定されたのを聞いて、歓喜したかの餓鬼は、「そういたします」

と感謝し、お辞儀して、随喜しました。［60］

その後、かの世尊が自分の依処（僧院）において、僧伽の人々を伴われて、その餓鬼

にとって白浄［の法］の達成となる正法を、お説きになると、かの餓鬼は勝者が説かれ

たその正法を聴聞して、開悟させられた者となり、三宝に帰依して、常に尊崇しまし

た。[61-62]

その後、死時に至り、焔に焼かれたかの餓鬼は、三宝を億念しながら、ヤマの住処に

行きました。[631(#17)すると餓鬼は三宝を億念することから生じた善い功徳のおかげ

で、ヤマによって送られて、大神通餓鬼［の世界］に行きました。［64］

其処に誕生した彼は驚き、かの牟尼の王を思い出し、三宝に帰依し、信心をもって絶

えず尊崇しました。［65］

そして彼はこう考えました。「私はどこから、どこに来たのだろうか。いかなる福徳

の威力によって、大きな幸福を得たのだろうか」と。［66］このような思いを懐いた

時、彼の心の福徳の力によって、「三宝への憶念による功徳のおかげである」と、功徳

を享受する彼は理解しました。［67］そして[前世を］完全に知って、三宝を尊崇する

ことを熱望する彼は、仏にまみえんがため、心で次のように思いました。［68］

「ああ、私が得たこの幸福は、仏陀への浄信のおかげである。それ故、かの牟尼の王

に今どうしてもお会いしたいものだ。」［69］

かの大神力餓鬼は心でこのように深思し、沐浴して、浄らかな衣服を纏い、天の宝石

の装飾品を［身に］飾り、五種類の香を体につけ、清らかな心をもつ光輝く［彼］は、

礼拝供養のための五種類の供物をもち、ジエータ林修行場に赴きました。［70-71](#18）

ジェータ林修行場で、あたり一面を光で輝かせながら、吉祥の［輝きの］塊である方

（仏）にまみえんがために、喜悦して僧院に進みました。［72］

其処でかの吉祥の［輝きの］塊である方を見て、歓喜し合掌した彼は、拝礼し右緯し

てから、［仏の］面前に進み出ました。［73］

そして、歓喜した彼はかの善逝、庇護者に挨拶してから、合掌し拝礼して、法を聞く

ために一隅に腰を下ろしました。［74］
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－－

すると、かの世尊は、彼の浄められた心を見て、菩提行(bodhicarya)を始めとする

正法を次のように教示しました。［75](#19）

「聞きなさい、善良な者よ。この輪廻における楽と苦の事の原因を説きましょう。そ

れをよく知り、専心して、白浄［の法］において行じなさい。［76］この輪廻で、人が

正しい幸せを常に求めるならば、最初に、信心により、崇敬の心をもって三宝に帰依

し、すべての衆生を益するため、要望されるだけ存分に布施をなすべきです。この福徳

の異熟を、全き悟りに対して廻向しなさい。［77-78］

このようになされた布施、それは異熟において大きな果報となります。［その果報

は］次第に一層の増大に至り、決して滅尽することはないでしょう。【79］

その福徳を十分そなえ持った者は、転輪王たる人王、師、法王たる王、菩薩、賢者に

なることでしょう。［80］その時、彼は大布施者として、一切衆生を利益せんとの願望

により、三宝を尊崇しつつ、望まれるだけ存分に布施を行うことでしょう。［81］

その福徳の果報により、彼は清らかな心性をもち、頭が良く、気立てが良く、律儀を

持し、常に三宝に尊崇をなすことでしょう。[821

その福徳の果報により、彼は三十三天の王となることでしょう。其処でも信心によ

り、つねに三宝を信奉しつつ、一切衆生を益するため、戒波羅蜜を行じつつ、心から

願ってその福徳を菩提の達成のために廻向するでしょう。［83-84］

するとその福徳の果報により、彼はスヤーマ王（ヤーマ天の王）になることでしょ

う。其処でも信心により常に三宝を尊崇することに努める［彼］は、一切衆生を益する

ため、忍辱波羅蜜を行じつつ、その福徳を菩提の位の獲得のために廻向するでしょう。

[85-86］

その福徳の果報により、彼はトウシタ天の王となることでしょう。其処でも信心によ

り、常に三宝に常に帰依する［彼は］、一切衆生を益するため、精進波羅蜜に努め、そ

の福徳を菩提の位の獲得のために廻向するでしょう。［87-88］

その福徳の果報により、彼は化楽天の王となることでしょう。其処でも信心により、

常に三宝への尊崇に努める［彼は］、一切衆生を益するため、禅定波羅蜜を楽しみ、そ

の福徳を菩提の知の獲得のために廻向するでしょう。［89-90］

その福徳の果報により、彼は他化自在天の王となることでしょう。其処でも信心によ

り、常に三宝を尊崇し、楽しむ［彼は］、一切衆生を益するため、般若波羅蜜を楽し

み、その福徳を菩提の獲得のために心で廻向するでしょう。［91-92］

その福徳の果報により、彼は梵天の王となるでしょう。其処でも信心により、常に三

宝を悦ばせることに努める［彼は］、一切衆生を益するため、方便の実行

(samupayavidh加a)を持する者として、その福徳を、菩提の獲得のために心で廻向す

るでしょう。［93-94］
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その福徳の果報により、彼は大梵天たちの王となるでしょう。其処でも信心により、

常に三宝への奉仕に努める［彼は］、一切衆生を益するため、誓願に専心する者とし

て、その福徳を菩提の獲得のために悉く廻向するでしょう。［95-96］

その福徳の果報により、彼は大自在天たちの王となるでしょう。其処でも信心によ

り、常に三宝への尊崇に努める［彼は］、一切衆生を益するため、力波羅蜜(bal-

aparamita)に努める者として、その福徳を菩提の獲得のために、沈思して廻向するで

しょう。［97-98］

その福徳の果報により、彼は菩薩たちの王となるでしょう。其処でも信心により、常

に三宝に浄信をいだく［彼は］、一切衆生を益するため、智慧波羅蜜(jfianaparamita)

を楽しむ者として、その福徳により、菩提を得て、法王・勝者となるでしょう。

[99-100］

それから彼は善逝・師・世界の庇護者・導き手・一切智・阿羅漢・大神通を有する

者・如来・牟尼の王として、魔の群に勝利して、菩提行を宣示しつつ、一切衆生を白浄

［の幸福］の中に安立させ、浬藥して、至福の世界(saugati)に赴くでしょう。

[101-1m]

このように考えて、この輪廻において幸いなる行路(gati)を欲するところの者は、

信心をもって常に三宝への崇敬に努める者として、一切衆生の利益のために熱心に布施

を行い、順次にその福徳をもってすべての波羅蜜を円満させ、大神通を獲得した者とし

て、菩提を得るべきです。このように考えて、白浄［の幸福］を求める者たちは、常に

白浄［の行い］において行ずるべきです。[103-105]

白浄［の行い］によって人は善趣に赴くでしょう。罪によって悪趣に赴くでしょう。

強欲により、樫貧という糠れた心により、悪は生じます。［106］悪をなす者は幸福を

欲しても、決して幸福を得ることはありません。悪見をもつ堕落した者は、常に悪趣・

地獄に赴きます。正法を誹誇する愚か者は、悪業を味わう者となるでしょう。［107］

それ故に、一切衆生の益という目的を有する者は、樫貧を捨てて、菩提への誓願をな

し、善い律儀において常に行いをするべきです。［108］

この福徳の異熟によって、輪廻で幸せを享受する者となり、常に三宝への崇敬に勤

め、菩提行(bodhicarya)を楽しむ者となるでしょう。[109]その後、順次にすべての

波羅蜜を満たしてゆき、幸いなる菩提に到達して、仏陀の位を得るでしょう。［110］

以上のようにあなたは十分に知って、三宝に帰依し、菩提心を受持して、常に善い律

儀において行いをしなさい。[111]このようにして、あなたにいつも幸せが到る所で

ありますように。順次に悟りに達して、仏陀の位を得ますように。［112]」

このようになされた仏の説示を聴聞し、彼は悟らされて、「わかりました」と返事を

し、浄信を起こして、喜悦しました。[113]それから、彼はかの世界の庇護者（仏）

に頭を下げ、喜び合掌して、三度右緯して、拝礼して自らの住処へ去りました。
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[114］其処に到着し、浄信の心をもつその大神通餓鬼は、三宝に帰依しながら、常に

善い行いをしました。［115］

その夜に、その［大神通餓鬼の］光輝を見た比丘たちは、驚きました。彼らすべては

翌朝起きると、牟尼の王を拝礼して、尋ねました。[1161(#20)

「世尊、庇護者、一切智よ、昨夜どなたがいらしたのでしょうか。その出来事をお話

しになって、私たちすべてを覚知させて下さい。[117](#21)」

このようにその比丘たちに尋ねられたかの世尊、牟尼の王は、そのすべての僧伽の

人々 を眺めて、［彼らを］覚知させるために、説きました。[1181(#22)

「聞きなさい、すべての比丘たち。昨夜ここにやって来た、その者のすべての出来事

を、詳しく私は語りましょう。［119］

彼こそが立派な信心をもつ長者であった者であり、信心から善逝の教えにおいて喜ん

で出家して、此の地で喜んで梵行を行いました。[120]出家した彼は、樫貧に支配さ

れて、悪い心をもち、得た物品を決して誰にも何一つ与えませんでした。[1211ひた

すら［物品を］貯め込むばかりで、倉庫にそれらを置き、懸命にそれを秘匿して、何一

つ分け与えませんでした。［122］

その後、死時に到り、その物品の貯蔵を強く思いながら死んで、餓鬼界に生まれ、恐

ろしい餓鬼になりました。［123］その物品の貯蔵を億念して、樫貧にかき乱された心

をもつ彼は、［生前の場所に］再び戻ってきて、その自分の住処に坐っていました。

[124］

其処に居るその餓鬼を見て、私は赴いて、聖法を説き示して、浄信を生じさせ、［彼

を］覚知させました。［125］すると、心によく浄信を懐いた彼は、僧伽の者たちと一

緒にいる私のもとに、鉢と衣を含むすべての彼の物品を寄進しました。【1261

その福徳の力によって、三宝に帰依した者は、臨終の時に、そこ（餓鬼界）から死没

して［他世界に移り］、大神通餓鬼（飛行餓鬼）となりました。【127］その世界で、心

によく浄信を懐いた彼は、喜んで三宝を億念し、私の正法の甘露を飲むために、ここに

昨夜来たのです。［128］

彼は私のもとで正法の甘露を飲み、浄信を生じ、菩提の達成に熱心な者として、歓喜

して、自分の住処に［飛んで］行きました。［129］

まさしくその長者であった者が、昨夜ここにやって来た者にほかなりません。彼が死

んで餓鬼になったのは、その樫貧の罪悪に依拠したからなので、それ故、浄行を欲する

者たちは、樫貧を抜き去り、捨てなさい。樫貧は三界において根本的な悪と呼ばれま

す。［130-131](#23）

この輪廻における、安楽が［必ず］終わりをもつという、苦の有様（行相）を考え

て、樫貧というとても大きな罪悪、［心の］敵に、必ず打ち勝ちなさい。［132］樫貧
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を自分の心から抜き去って、それに勝った者たちこそ、尊敬される者・英雄・勇者・真

の智慧者であり、賢者です。［133］

全く樫貧に勝つことが出来ない者たちが、どうして、勇者・勝利者・英雄であり、ま

た煩悩を持たない者でありえましょうか。［134］悪行という有様（行相）をもつ樫貧が

心に生じない者たちこそが、幸福な者・英雄・勝利者であり、煩悩を打ち滅ぼした者な

のです。［135］

罪悪が依る処である心で樫貧が未だ征服されていないなら、たちまち煩悩に付き従う

彼らが、一体どうして英雄でしょうか。［136］煩悩の支配下にある英雄たちであるな

ら、彼らは智者・賢者ではありません。原因に何かしらが有る時、たちまち様変わりし

た心をもつ者として、行動するでしょう。［137］

そして煩悩に苦しめられる迷愚の者、貧りの火に焼かれ、罪深い者として、鎭患の火

に焼かれる彼らは、［原因を］全く何も見ないでしょう。［'38］光の中にいる盲人た

ちのように、彼らは正しい道を歩まないでしょう。放逸なる者として、悪道に愛着し

て、行為をなすでしょう。［139］そして悪人たちに愛着し、悪魔(mara)の行いに従

う者として、悪見をもつ者たちは、不正の友の教えによって行いをなすことでしょう。

[140]そして正法の誹誇をなし、布施などの律儀において、邪魔をなすことをいつも

熱心に企てることでしょう。［141］

彼ら堕落した悪人は、苦しむ酔漢の如く自ら破滅し、詐欺者として他人をも破滅させ

るでしょう。［142］そして彼らは煩悩に焼かれ、大きな悪に愛着して、極めて恐ろし

い悪をさえ、恐れの心なしに行うでしょう。［143］食を欲する時に食べ、近づいては

ならぬもの（姦通）をも楽しみつつ、顛倒した行為を有する者たちは、［人々と］敵対

する者として、行為するでしょう。［1“］

その後、［自分が作った］罪たちによって舐められ、大きな苦たちに打ちのめされ、

鋭い［苦の］感受たちに触られた死者たちは、ヤマ（閻魔）の住処に行くでしょう。

[145］其処でヤマ王が罪悪の心性をもつその者を見ると、ただちに業を懲らす者たち

に任せて、追い立てるでしょう。［146］其処でかのヤマの使者たちがただちに彼

ら［死者］を力づくで掴まえて、業［の軽重］に従い、しかるべく懲罰するでしょう。

[147］其処で彼らは運命として味わうべきものを味わい、［それを］完全に味わうた

めに、ヤマの使者たちによって追い立てられて、地獄の中を祐程うでしょう。［148］

其処で彼らは、運命として味わうべきものを味わい、激しく苦しめられ、我慢できぬ感

受に捉えられ、疲れ悩んだ者たちは、坐りこむでしょう。[149]このように彼は運命

として味わうべき［種々の苦］を味わってから、久しい間絶えず同じ様に地獄から地獄

へ行っては、生存における種々の苦を得るでしょう。［'50］

運命の行使の果てに、劇しい［苦の］非常な感受によって打ちのめされた彼らは、三

宝を想起して、頭を下げ、礼拝するかもしれませんが、その場合、善逝たちはその者た
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ちを見て、憐偶により、眼の光明によって［彼らを地獄から］引き出して、神々の住ま

いに送るでしょう。［151-152］

そこで彼らは幸せを十分にそなえ、喜びをもって三宝を憶念しつつ、絶えず帰依をな

し、一心に行いをなすでしょう。[153]

その福徳が熟することで、仏の教えに入り、信心をもって恭敬供養して、熱心に法を

聴聞するでしょう。[154]その正法の甘露の美味を得て、歓喜させられた彼らは菩提

心を得るに至り、熱心に布施をなすでしょう。［155］

そしてその福徳が熟することにより、善戒をもち、律儀に努力する者として、すべて

の衆生に益をなして、白浄の道（善趣）を得るでしょう。［156］

その後精進の力をもって、煩悩の群という敵に打ち勝ち、その後彼らは無垢の心をも

つ者として禅定をなし、爺伽に集中し、智慧の海の彼岸に到達して、知識の宝石を獲得

するでしょう。［157］そして魔の群れに勝って、彼らは清浄なる三輪を有する者とし

て、正等覚に達し、仏陀の位を得るでしょう。【158］

以上のように考えて、この輪廻において、もろもろの罪の根本である樫貧を、菩提心

という剣で断ち切り、常に白浄［の法］において行いをなすべきです。［159］そうす

ればあなたたちに吉祥（繁栄）がたえず生存において到る所であることでしょう。次第

に菩提に到達し、仏陀の位を得ることでしょう。[160]」

このような牟尼の王による説示を聞いて、彼ら僧伽の者たちは皆喜び、開悟して、浄

信を起こして、喜悦しました。［161](#24）

「このように私が先師から教示されましたのを聞いたとおりにそのまま私は申し上げ

ました。このように王よ、あなたは樫貧を捨て、常に白浄［の法］において行いをなさ

いませ。［162］王よ、あなたは努力して民衆を開悟させなさい。［民衆を］菩提行の

心を有する者たちにして、常に白浄［の法］に安立させなさい。［163］そうすればあ

なたに幸せが生存において常に到る所であることでしょう。次第に菩提に達して、仏陀

の位を得なさい。［164]」

以上のように、かの聖者が教示されたのを聞いて、かのアショーカ王は、「かしこま

りました」と答え、集会の聴衆と共に喜悦しました。［165］

貧欲な長者に関する、この『餓鬼になった者のアヴァダーナ』(pre肺加伽adana)

を、信仰心をもって、罪を除去した心をもつ者たちと一緒に聴聞し、人に聞かせる、喜

びの心をもつ人々である彼らは、樫貧を捨てて、三宝という帰依所に帰依し、すべての

衆生を愛し、布施をなし、浄信があり、常に白浄［の法］の行いをなす者たちは、仏陀

の住まいに赴く。[166]

以上、「餓鬼になった長者のアヴァダーナ』終わる。33章。

-119-



第4節Avad珈鵡gutaka第48章とSMRAMの二つの章の比較

先の第2節で示した『長者のアヴアダーナ』と、第3節で示した『餓鬼になった長者

のアヴァダーナ』の二つのテキストとの比較をここで行いたいが、そのためにまず両者

の源泉資料である梵文Av§第48章『長者』を確認する必要がある。Avs第48章は漢訳

『撰集百縁経』の巻第五餓鬼品[48]長者若達多樫貧堕餓鬼の縁(T4226a-b)にあたる

が、漢訳は全体的にかなり意訳がなされている印象を受ける。ここではSPEYER校訂本

により和訳する。

第48章『長者』(SIeshn)
●● SPEYERed.,i.271.1-273.17

#l仏・世尊は、王や大臣や財産家や市民や長者（富商）や隊商長や神や龍や夜叉や

阿修羅やガルダやキンナラやマホーラガに敬意をもって遇され、重んじられ、尊ばれ、

供養されておりました。このように神や龍や夜叉や阿修羅やガルダやキンナラやマホー

ラガに崇められた仏・世尊は高名で、大福徳に恵まれた者であり、衣服・施食・臥具坐

具・病気治療のための薬といった日用品を得ており、弟子たちを有する僧伽とともに、

シュラーヴァスティー（舎衛城）にあるジェータ林のアナータピンダダの園林に滞在し

ておりました。

＃2［その頃］シュラーヴアスティーに一人の長者がいました。富み、大財をもち、

大資産をもち、莫大な所有物を有して、［まるで］毘沙門天の財をそなえて毘沙門天と

富を競うかのようでした。

＃3ある時彼はジェータ林に行きました。そして彼は仏・世尊にまみえました。偉大

な人物がもつ三十二相に飾られ、八十の副次的な特徴（種好）で身体が輝き、［全身か

ら発する］一尋の光で飾られており、千個の太陽にまさる光輝をもち、動く宝石の山の

ように、どこから見ても美しい［姿］でした。

＃4見て、さらに世尊の足下に鮠いて礼拝を行い、法を聴聞するため面前に坐しまし

た。

＃5世尊は彼のために輪廻を離貧する法の教示をしましたので、それを聞いて［彼

は］輪廻の短所を見、浬藥の長所を見て、世尊の教法のもとに出家しました。

＃6出家した［彼］は、名を知られ、大福徳者となり、衣・鉢・臥具坐具・病気治療

のための薬という［四種の］日用品を得ました。日用品に執着した彼は、得た物すべて

を貯め込みました。修行仲間たち（同梵行者）に分け与えることをしませんでした。

＃7その樫貧の心を育てて増大させたので、日用品に愛着した彼は、命終した時、自

分の［僧院の］房舎(layana)において、餓鬼に生まれました。
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＃8その後、彼の修行仲間たちは、［葬儀用の］ムンディカー銅鍵を打ち鳴らし、遺

体を外に運び出す行事（野辺送り）を行いました。そして彼の遺体に対し遺体供養をし

てから、僧院に戻ってきました。

＃9そして［人々は］彼の房舎のドアを開け放ち、鉢と衣を調べ始めました。すると

彼らは、様変わりした手や足や目をもつ、非常に厭わしい身体の餓鬼としての彼が、鉢

と衣に寄り添ったままで［その場所から］動こうとしないのを見ました。

＃10このように様変わりした者を見て、比丘たちは戦懐して、世尊に知らせました。

＃1lすると世尊はかの善男子を助けるために、弟子たちを［業果に］戦懐させるた

め、樫貧が望ましくない果を生じることを示すために、比丘たちに囲まれ、比丘僧団を

先導して、その場所に着きました。

＃12その時かの［餓鬼］は仏・世尊を見ましたが、偉大な人物がもつ三十二相に飾ら

れ、八十の副次的な特徴（種好）で身体が輝き、［全身から発する］一尋の光で飾られ

ており、千個の太陽にまさる光輝をもち、動く宝石の山のように、どこから見ても美し

い［姿］でした。見るとすぐに、彼は世尊に対して浄信を起こしました。彼は［自分

を］恥ずかしく思いました。

＃13水気を含んだ雨雲のように深く［響く］、太鼓の音のような声をもつ世尊は餓鬼

に語りました。

＃14「尊者よ、あなたによって集められたこれらの鉢や衣は、自己破滅に導くもので

す。それらのせいで、あなたは悪趣に生まれたのです。さあ、私に対して心に浄信を起

こしなさい。それらの日用品から心を無欲にしなさい。この［餓鬼界］から死んだ後、

地獄界に堕ちることがないようにしなさい。」

＃1sすると餓鬼は僧伽に鉢と衣を寄進し、世尊の足下にひれ伏して、罪過を告示しま

した。

＃16すると世尊は［その］餓鬼の名前により、施［の功徳の行き先］を指定しまし

た。「この布施によって［生じた］福徳は、餓鬼に追随せよ。この者はすぐさま極めて

恐ろしい餓鬼界から出でよ。」

＃17その後、かの餓鬼は世尊に対して心に浄信を懐いて、命終して大神通餓鬼に生ま

れました。

#18そして、揺れ動く清らかな耳輪をつけ、真珠の頸飾りと半円形の頸飾りで身体は

美しく輝き、宝石の綺麗な王冠をつけ、サフランやタマーラ樹葉やスプリッカー草等

［の香を］体に塗り、その夜、天の青蓮・紅蓮・黄蓮・白蓮・マンダーラヴァ花で懐を

いつぱいにして、ジェータヴァナ園すべてを大きな輝きで輝かせながら、世尊の上に

花々を散布して、法を聞くために世尊の前に坐りました。

＃19世尊によって適宜に説法がなされると、浄信を生じて、立ち去りました。
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＃20比丘たちは夜の第一分と夜の第三分に、目覚めた状態での修行に励んで過ごして

いました。彼らは世尊のところで大きな光輝を見ました。それを見て、いぶかしく思

い、世尊に尋ねました。

#21「世尊よ、昨夜梵天サハーンパテイ、神々の王シャクラ、また四柱の世界の守護

神たちが世尊にお会いになるため来られたのでしょうか。」

＃22世尊はお答えになりました。「比丘らよ、梵天サハーンパティ、神々の王シャク

ラ、また四柱の世界の守護神たちが私に会うため来たのではありません。かの餓鬼が命

終して、大神通餓鬼に生まれ、その彼が昨夜に私のもとに来たのです。彼に私は法を説

きました。彼は浄信を生じて、出立しました。

＃23それゆえ、比丘らよ、樫負を捨て去るように努力しなさい。餓鬼になったかの長

者が有したような短所があってはなりません。比丘たちよ、［あなた方は］このように

学びなさい。」

＃24このように世尊は説かれました。感激したそれらの比丘たちと、他の神々・アス

ラ・ガルダ・キンナラ・マホーラガなどは、世尊のお説きになった［教え］を喜んで受

け入れました。

以上がAv§第48章の全訳であるが、訳にある＃番号は、Av§のテキストを私が切り分

けて付けたparagaphnumberである。それは段落というより対照の便宜のために窓意的

にテキストを細分割した、出来事としての文のまとまりを示す。その＃番号を使って、

以下にAv§第48章とSMRAM第31章（略号S31)とSMRAM第33章（略号S33;高畠

本の第31章と同じ）の三者全体の対応を示すための対照表を挙げたい。

Av§の＃番号の後に、その箇所のSPEYER本の巻・頁・行と段落冒頭の語を（例えば

i.271.2-6buddhoのように）示す。その次に＝を挟んでその段落に内容的に関係するS31

の該当箇所をversenumberで挙げ（例えば=S31vv.5-7のように）、さらに＝を挟んで

三番目にS33における該当箇所をversenumberで挙げる（例えばS33vv,5-21のよう

に）。

前回の論文のように、記号の○はAvsの内容がSMRAMS31とS33の詩形改稿におい

て膨張している箇所を示す。◎は異常に膨張している箇所を示す。

#li.271.2-6buddho=S31vv.5-7=S33vv.5-210

#2i､271.6-75ravastyam=S31v.8=S33v､22

#3i､271.7-IOso'parega=S31vv.9-11=S33v､23

#4i.271.10dIStvaca=S31vv.12-190=S33w､24-25

#Si.271.10-12tasmai=S31vv.20-330=S33vv.26-330

#6i.271.12-14pravrajitaSca=S31vv.34-39=S33vv.34-36
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#7i､271.14-16satena=S31vv､40-41=S33vv.37-38

#8i.272.1-2tato'sya=S31vv､42-43=S33vv､39-40

#9i.272.2-3tatolayana-=S31vv､44-45=S33vv.41-42

#lOi､272.3-4yavatpaSyanti=S31v､46=S33v.43

#11i.272.5-6tatobhagavams=S31vv.47-48=S33v.44

#12i.272.6-9tato'sau=S31v.49=S33vv.45-47

#13i.272.9-10tatobhagav珈=S31v.50=S33v､48

#14i､272.10-12bhadramukha=S31vv､51-52=S33vv､49-52

#15i.272.12-13tatajpretall=S31vv.53-610=S33vv.53-57

#16i.272.13-15tatobhagavata=S31vv､62-65=S33vv.58-62

#17i､273.1tatahsa=S31vv.66-72=S33vv.63-69

#18i.273.1-Statahpreta-=S31vv.73-75=S33vv.70-74

#19i.273.5-6bhagavatacasya=S31vv.76-82=S33vv.75-1150

#20i､273.7-8bhiksavah=S31v.83=S33v､116

#21i､273.8-9kimbhagavaxm=S31v､84=S33v・117

#22i.273.9-12bhagavan=S31vv.85-940=S33vv.118-1290

#23i.273.12-14tasmat=S31vv､95-99=S33vv.130-160@

#24i.273.15-16idam=S31v､100=S33v､161

以上のように三者の対照を行ってみると、SMRAMの二つ’以上のように二者の対照を行ってみると、SMRAMの二つの韻文テキストはどちらも

Avs第48章に基づいており、その話の筋にほぼ忠実に語りを行っていることが確認され

る。二つのテキストがどちらも、章の最初と末尾にある話の枠の部分(S31vv.1-4,

101-105;S33w.1-4,162-166)を除いて、Av§第48章という種本によく合致する内容と順

序を具えていることから、Av§を聖典として尊重しつつその内容を広く世に知らしめる

ために、原典の話の筋を大きく変えずに再話することがこのSMRAMの製作の主な目

的であったことを推測することが出来る。

ここで、上記の表において○（膨張）と。（大膨張）の印をつけた膨張箇所につい

て、なぜ膨張したのか、その理由を見てみよう。

Av§の#1の相当箇所で、そのAv§の内容がS33において膨張している理由は、菩薩衆

や四衆や神々 が集会して仏による菩提行(bodhicarya)の説法を聞き、菩提を熱望した

という、Av§とS31に無い説法の出来事の記述がS33の冒頭に置かれているからである。

Av§の桝の相当箇所で、Avsの内容がS31において(vv.12-19)少し膨張している理由

は、仏に礼拝する集会の聴衆を詳しく記述するためである。一方、S33ではその集会の

詳細な記述を上記の#lの相当箇所ですでに済ませているため、ここが短い。

AvSの#5の相当箇所で、Avsの内容がS31ならびにS33においてやや膨張している理由

は、長者が出家を許された事を、釈尊との具体的な会話体にして描くからである。
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＃15の相当箇所で、Avsの内容がS31において(vv.53-61)やや膨張している理由は、

貯めた物品を餓鬼が教団に寄進したという重要な行為を詳しく語るためである。

＃19の相当箇所で、S33が(w.75-115)異常に膨張している理由は、菩提行(bodhi-

carya)に関する長い法話が置かれているからである。凡夫が布施の行為から出発して

十波羅蜜を順次に満たして最後に仏の位に達するまでの具体的な道筋として菩提行を教

えるこの説法は、S31にもAv§にも無い付加である。

＃22の相当箇所で、S31とS33が膨張している理由は、釈尊による比丘たちの質問への

答という形で、昨夜釈尊を訪問した大神通餓鬼の前世の話一一樫貧の比丘が餓鬼になり

最後に仏によって救済された話一一がもう一度語り直されるからである。

＃23の相当箇所で、S33が(vv.130-160)異常に膨張している理由は、樫貧を誠める内

容の第二の法話が挿入されているからである。樫貧を捨てることがいかに仏教徒にとっ

て重要かを教えるこの説法は、S31にもAv§にも無い。

以上のように、S31には無いのにS33だけには有る膨張が、特にAvzの#1,#19,#23の

三つの箇所に見られるが、それらの膨張の原因は詳細な法話の記述にある。菩提行と樫

貧という二つの法話が加わることによる特殊な膨張の有無が、S31とS33のヴアージヨ

ンの最も大きな違いであるといえる。

興味深いのはS33にある一番目の法話(w.75-115)である。人はいかなる階梯を経て

仏陀の位に達するか、その菩提行(bodhicarya)の詳細が説かれている。三宝を信奉

し、福徳を菩提に廻向することで、菩薩は次のような階梯を昇ってゆくという：(1)人

間→(2)転輪王→(3)三十三天の王→(4)夜摩天の王→(5)兜率天の王→(6)化楽天の王

→(7)他化自在天の王→(8)梵天の王→(9)大梵天の王→(10)大自在天の王→(11)菩薩た

ちの王→(12)仏。この階梯においては(8)に達するまでは六波羅蜜を修するが、(8)→(9)

の時に方便波羅蜜upayaPparami樋を、(9)→(10)の時に誓願波羅蜜praPidh加a-paramita

を、（10)→(11)の時に力波羅蜜bala-parami極を、(11)→(12)の時に智慧波羅蜜jiana-

parami面を修し、具える。これは十波羅蜜の思想に基づく十二の位の階梯説といえる。

最後に、S31とS33は作者が違うのかという問題について、私の意見を述べたい。こ

れら二つの章の文体が明白に違うのであれば、作者が違うと断言できるはずであるが、

私はS31とS33を原文で読んでみて、文体の同質性が非常に高いことから、同一の作者

によるもの、という印象を懐いている。この二つの章が同じAvsの章からの詩形改稿

でありながら別々に存在しているのは、作者が別であるからでなく、S31とS33は製作

の意図が違ったからではないかと思う。その製作の意図を具体的に述べれば、上述の如

く、S31はAv§の説話をわかりやすく説き聞かせて聴衆を楽しませる目的をもつが、

S33はそのように楽しませると同時に、まるで説話という甘い飴に薬を入れるように、

説話の中にくるみこんだ多少長目の法話をしっかり聴衆に学ばせることに主眼が置かれ
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ている。製作の意図の違いのために、このような短い版shortrecensionと長い版longre-

censionの二種が生じたと思われる。

ただし、別の事情がこの二種の版の成立には絡んでいる可能性も無いわけではない。

これら二つの章を読んで気づくのは、二つの章の問で完全に同一の詩節が重複すること

がほとんど無いことである。両者は文体的に非常に類似しながら、しかも一方が他方の

詩節を借用することが無い。まるで作者が、初めに作った章をどこかに紛失したと思っ

たのか、あるいは作ったこと自体を忘れてしまい、もう一度新たに作り直したかのよう

である。もし作者が、単に製作意図の違いから、詳しい法話を入れた版と、法話を入れ

ない版の二種類を作りたかっただけなら、手間を省くためには、ベースとなる説話のス

トーリー展開の部分だけは共通にしてもよかったのではないか、という疑問が湧くであ

ろう。しかし私はこの作者は借用で手間を省くということは考えないで仕事をする人で

あったと思う。このAvsを詩形改稿するという作業を行ったSMRAM全体において

は、他の多くの章においても、よく類似する詩節は多くあるが完全に一致する詩節は極

めて少ないという面白い特徴がある。SMRAMの作者は、過去に自分が作った章から同

じ詩節を借用してそのままペーストするということを嫌がったように思われる。意地で

も同一の詩節のままにはせず、少しは違う詩節として作り直すという意識をもって、作

者は常に詩節を作っていたように思われる。そのため、作者が新たに作り直した際に、

作者の手元には彼が以前に作った章が無かった故に、二章間で詩節の重複が起こらな

かったのではないか、という推測はすべきではない。作者の手元に以前に作った章が

あったとしても、この作者は、それを借用せずに新たに作り直したであろう。たしかに

一時的な紛失や忘失という事情も可能性としては全く無いわけでは無いが、むしろ私と

しては、このAv§第48章がわざわざ二度も詩形改稿された理由は、この章が「樫負

（無布施）」と「仏に浄信を懐くことによる救済」とaいう、信の仏教における最重要

なテーマを扱っているために、特に重要視されたからではないかと思う。
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前号論文の梵文正誤表

先年の『南アジア古典学』第4号の拙稿に掲載したSWAM第23章YaSo皿travadnnaの梵文テキ

ストは、原稿締切を前にして梵文の最終チェックが甘くなり、校定に疎かな点があった。自分で

も反省していたところ、MichaelHAIM先生はさっそく詳細な正誤表を送って下さった。SWAM

は写本が一本しか無いために未だ修正すべきか迷わざるを得ない箇所も若干残っているが、明白

な誤りもあるので、とりあえず現時点での正誤表を次に挙げたい。この正誤表の大部分はHAHN

先生に負うものであり、ドイツの恩師に深く感謝する。

ComgendafOrSACS4,pp.144-157,thetextofYadontravadana
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135cambhahsyandatambho'syandat

135dnabhyajatatanabhyajayata
147b s a r v a l s a rvaml

148coghik劃。ghikaml
152cgresm。§resh。

168a!tivisannatma *visannatma

179dbadhvasmbaddhvasm

184domnrchata omUrcchata

189ctadakamya tadakamya
195ctam tan

196atadarpitamtad湖aya tadarpitamtad甜風ya

198btajjalam *taijale

206bbhaveya bhaveyam

209csiddhyatesidhyate

224cgrutvai§okahSrutvaSokah

[Apparamscriticus]Deletetheannotationsof20c,57d,74dandll2d.

※本研究は科研費（19520052）の助成を受けたものである。
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